
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
本
民
話
集
に
つ
い
て

―
「
蛍
姫
の
求
婚
者
」
と
「
雷
の
子
」
―

牧

野

陽

子

一
、
は
じ
め
に

二
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
『
日
本
の
御
伽
の
世
界
』

三
、「
蛍
姫
の
求
婚
者
」

四
、「
雷
の
子
」

五
、�
雷
神
の
子
�
の
系
譜

六
、
棚
田
の
物
語

―１１４（１）―

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
本
民
話
集
に
つ
い
て



一
、
は
じ
め
に

歴
史
ロ
マ
ン
ス
作
品
『
紅
は
こ
べ
』(T

he
Scarlet

P
im
pernel,

1905~)

シ
リ
ー
ズ
や
、
探
偵
小
説
『
隅
の
老
人
』(T

he
O
ld
M
an

in
the

C
orner,

1901~)
『
レ
デ
ィ
・
モ
リ
ー
の
事
件
簿
』(L

ady
M
olly

of
Scotland

Y
ard,

1910~)

シ
リ
ー
ズ
な
ど
で
知
ら
れ
る
二
十
世
紀
初

期
の
英
国
の
人
気
作
家
、
バ
ロ
ネ
ス
・
オ
ル
ツ
ィ(B
aroness

E
m
m
uska

O
rczy,

1865-1947)

が
初
め
て
出
版
し
た
の
は
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
昔
話
集
、O

ld
H
ungarian

F
airy

T
ales

(1895)

だ
っ
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
古
い
男
爵
家
の
一
人
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
オ
ル
ツ
ィ
は
、
子
供
の
こ
ろ
に
祖
国
を
離
れ
て
い
る
。
反
乱
に
あ
っ
て

領
地
を
捨
て
亡
命
を
し
た
両
親
と
と
も
に
、
パ
リ
な
ど
で
過
ご
し
、
そ
の
後
、
ロ
ン
ド
ン
の
美
術
学
校
を
卒
業
し
た
。
ま
だ
無
名
の

若
い
オ
ル
ツ
ィ
は
、
画
家
の
夫
と
子
供
向
け
の
本
の
翻
訳
を
始
め
、
挿
絵
も
描
い
た
。
二
人
で
生
活
の
た
め
矢
継
ぎ
早
に
だ
し
た
何

冊
か
の
童
話
集
を
彩
る
の
は
、
ど
れ
も
当
時
流
行
し
た
ケ
イ
ト
・
グ
リ
ー
ナ
ウ
ェ
イ
風
の
優
し
い
タ
ッ
チ
の
挿
画
で
あ
る
。
だ
が
第

一
作
の
題
名
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
の
は
、
失
わ
れ
た
祖
国
と
幼
年
時
代
へ
の
郷
愁
の
念
だ
ろ
う
。
序
文
で
オ
ル
ツ
ィ
は
、
ハ
ン
ガ
リ

ー
の
子
供
た
ち
に
親
し
ま
れ
た
お
と
ぎ
話
を
、
手
元
に
残
る
今
や
擦
り
切
れ
た
一
冊
の
母
国
語
の
古
い
民
話
集“N

épm
esék.”

（
昔

話
の
意
）
の
中
か
ら
ほ
と
ん
ど
選
ん
だ
と
述
べ
て
い
る
。

収
め
ら
れ
た
話
は
、
そ
れ
ぞ
れ
英
語
の
題
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
の
原
題
が
添
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
八
編
の
う
ち
の
一
編
、“T

he

Suitors
of
the

Princess
Fire-Fly”

（
蛍
姫
の
求
婚
者
）
だ
け
、
原
題
が
な
い
。
遠
く
は
る
か
な
国
の
川
の
な
か
ほ
ど
、
蓮
の
花
の
御

殿
に
住
む
蛍
王
の
一
人
娘
の
お
姫
さ
ま
の
も
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
虫
が
求
婚
し
て
く
る
も
の
の
、�
炎
を
も
っ
て
く
る
よ
う
に
�
と
の

―１１３（２）―

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
本
民
話
集
に
つ
い
て



条
件
を
だ
さ
れ
て
、
み
な
失
敗
す
る
、
と
い
う
話
で
あ
る
。

本
の
表
紙
を
飾
る
の
が
、
蓮
の
葉
の
上
に
立
つ
美
し
い
フ
ェ
ア
リ
ー
が
掲
げ
る
松
明
の
ま
わ
り
に
虫
が
集
ま
る
図
だ
か
ら
、「
蛍

姫
の
求
婚
者
」
は
オ
ル
ツ
ィ
が
特
に
好
き
な
一
編
な
の
だ
ろ
う
。
蛍
が
光
を
放
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
虫
が
飛
び
交
う
夜
の
世
界
の
幻
想

性
に
惹
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
表
紙
絵
で
あ
る
。
だ
が
面
白
い
の
は
本
文
に
添
え
ら
れ
た
挿
絵
で
、
ど
う
見
て
も
日
本
の
子
供
や
娘

た
ち
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
物
語
の
舞
台
は
、「
遠
い
、
遠
い
国
」「
蓮
の
花
が
咲
く
遥
か
な
国
」
で
あ
っ
て
、
日
本
と

は
ど
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
灯
り
を
求
め
て
入
っ
て
く
る
黄
金
虫
に
驚
く
子
供
も
、
軒
先
に
下
げ
た
提
灯

に
集
ま
る
虫
を
鑑
賞
す
る
娘
た
ち
も
、
日
本
の
髪
型
と
着
物
に
な
っ
て
い
る
。
蓮
の
花
の
そ
ば
で
ま
ど
ろ
む
蛍
姫
で
さ
え
表
紙
と
は

異
な
っ
て
、
黒
髪
を
結
っ
て
い
る
。
娘
た
ち
が
菊
の
鉢
植
え
の
あ
る
広
縁
に
坐
っ
て
提
灯
を
見
上
げ
る
絵
な
ど
、
そ
も
そ
も
本
文
に

は
、
こ
の
よ
う
な
場
面
が
な
い
の
も
不
思
議
で
あ
る
。

オ
ル
ツ
ィ
以
外
の
手
に
な
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
民
話
集
な
ど
を
見
て
も
、「
蛍
姫
の
求
婚
者
」
に
似
た
話
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
そ
れ

も
そ
の
は
ず
で
、
オ
ル
ツ
ィ
の
話
の
元
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
リ
フ
ィ
ス(W

illiam
E
lliot

G
riffis,

1843-1928)

の
『
日
本
の
御
伽
の

世
界
』(Japanese

F
airy

W
orld:

Stories
from

the
W
onderlore

of
Japan,

1880,
N
.
Y
.,
Jam

es
H
.
B
arhyte)

の
な
か
の
一
篇
、“T

he
Fire-

fly’s
lovers”

だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
粗
筋
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
グ
リ
フ
ィ
ス
か
ら
と
ら
れ
て
い
て
、
娘
た
ち
が
蛍
籠
の
灯

に
集
ま
る
虫
を
眺
め
る
場
面
も
グ
リ
フ
ィ
ス
の
文
章
に
は
あ
る
。
そ
し
て
、“T

he
Fire-fly’s

lovers”

は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
創
作
で
あ

る
こ
と
を
、
グ
リ
フ
ィ
ス
自
身
が
の
ち
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
の
こ
の
日
本
民
話
集
は
一
八
八
〇
年
に
ア

メ
リ
カ
で
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
一
八
八
七
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
も
再
刊
さ
れ
て
い
る
の
は
、
初
版
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
良
く
売
れ
た

か
ら
だ
ろ
う
。
Ｆ
・
Ａ
・
ヨ
ン
ケ
ル(Ferdinand

A
dalbert

Junker
V
on
L
angegg)

に
よ
る
ド
イ
ツ
語
翻
案“Prinzess

G
leim

chen’s

―１１２（３）―

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
本
民
話
集
に
つ
い
て



Freier”
(Japanische

T
hee-G

eschichten:
F
u-so-cha-w

a
)

が
一
八
八
四
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
、
Ｄ
・
ブ
ラ
ウ
ン
ス
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
訳

“D
er
G
lühw

urm
”
(D
avid

B
rauns,

Japanische
M
ärchen

und
Sagen

)

が
一
八
八
五
年
に
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
出
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら

を
参
照
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
ど
ち
ら
も
娘
た
ち
の
蛍
鑑
賞
の
場
面
は
省
略
さ
れ
て
い
る
た
め
、
オ
ル
ツ
ィ
が
グ
リ
フ

ィ
ス
の
本
を
読
ん
だ
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

オ
ル
ツ
ィ
が
な
ぜ
、
日
本
の
話
を
自
ら
の
処
女
作
で
あ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
民
話
集
に
収
め
、
表
紙
絵
に
ま
で
し
た
の
か
、
ま
た
日

本
と
い
う
舞
台
を
消
し
、
出
典
も
隠
し
な
が
ら
、
挿
絵
の
内
容
と
い
う
第
一
級
の
手
が
か
り
を
�
現
場
�
に
残
し
た
か
に
つ
い
て
は

何
も
語
ら
れ
て
い
な
い
し
、
ま
た
こ
こ
で
問
う
こ
と
で
も
な
い
。
わ
か
る
の
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
本
民
話
集
が
十
九
世
紀
末
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
子
供
に
も
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
感
性
豊
か
な
一
人
の
少
女
の
想
像
力
の
世
界
に
強
い
印
象
を
残
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
魅
力
的
な
作
品
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
そ
の
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
本
民
話
集
は
、
い
か
な
る
も
の
な
の
か
。

グ
リ
フ
ィ
ス
は
民
話
と
い
う
形
の
な
か
で
何
を
語
ろ
う
と
し
た
の
か
。
そ
の
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
本
論
で
は
、
グ
リ
フ
ィ

ス
の
民
話
作
品
の
中
か
ら
「
蛍
姫
の
求
婚
者
」
と
「
雷
の
子
」
を
と
り
あ
げ
て
解
釈
を
試
み
る
。

二
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
『
日
本
の
御
伽
の
世
界
』

グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
生
ま
れ
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
年
）、
お
雇
い
外
国
人
と
し
て
来
日
し
、

―１１１（４）―

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
本
民
話
集
に
つ
い
て



福
井
藩
の
藩
校
で
一
年
、
そ
の
後
東
京
の
大
学
南
校
（
東
大
の
前
身
）
で
も
化
学
を
教
え
た
。
版
籍
奉
還
と
い
う
大
き
な
歴
史
の
転

換
点
を
は
さ
ん
だ
四
年
間
の
滞
在
だ
っ
た
。
帰
国
後
は
、
来
日
前
か
ら
の
予
定
通
り
、
牧
師
の
道
を
進
み
、
故
郷
の
教
会
で
の
仕
事

の
傍
ら
、『
皇
国
』（T

he
M
ikado’s

E
m
pire

一
八
七
六
年
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
数
多
く
の
日
本
に
関
す
る
著
書
や
雑
誌
記
事
を
著

わ
し
た
。
亡
く
な
る
ま
で
親
日
家
と
し
て
知
ら
れ
、
ま
た
そ
の
著
書
は
長
く
版
を
重
ね
て
き
た
。

日
本
で
の
最
初
の
日
々
を
東
京
で
は
な
く
、
日
本
海
に
面
し
た
城
下
町
で
過
ご
し
た
こ
と
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
本
体
験
の
根
幹

を
な
す
こ
と
に
な
る
。『
皇
国
』
に
は
廃
藩
置
県
の
前
後
の
福
井
藩
の
、
時
代
の
雰
囲
気
と
風
景
と
土
地
の
人
々
の
暮
ら
し
が
生
き

生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
中
で
も
印
象
的
な
の
が
神
社
や
寺
の
描
写
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
論
じ
た
通
り
で
（
１
）

あ
る
。
当
時
の
大
方

の
外
国
人
と
異
な
っ
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
森
の
木
々
に
囲
ま
れ
た
簡
素
な
神
社
の
た
た
ず
ま
い
と
、
人
々
の
素
朴
な
祈
り
の
形
に

感
動
を
覚
え
た
。
福
井
赴
任
途
中
に
立
ち
寄
っ
た
神
社
で
は
、
こ
う
思
っ
た
と
い
う
。

「
全
く
清
潔
で
、
飾
り
気
の
な
い
簡
素
な
本
堂
」
に
は
「
偶
像
も
聖
像
も
画
像
も
な
い
。
御
幣
と
供
物
が
あ
る
の
と
、
白
い
衣
の

神
主
が
祈
祷
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
強
い
印
象
を
与
え
る
簡
素
さ
、
立
派
に
生
長
し
た
古
い
昔
の
木
に
囲
ま
れ
た
世
間
か
ら
離
れ

た
山
の
上
の
場
所
、
美
、
静
寂
、
そ
れ
ら
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
日
本
の
参
拝
者
同
様
に
、
外
国
の
見
物
人
の
心
に
も
、
崇
敬
と
畏

敬
の
念
が
浸
み
込
ん
で
き
た
。」（「
日
本
の
奥
地
に
て
」“In

T
he
H
eart

of

（
２
）

Japan”

）

つ
ま
り
、
神
社
の
簡
素
さ
こ
そ
が
古
び
た
巨
木
と
響
き
あ
っ
て
、
深
い
森
の
自
然
の
中
に
静
寂
と
神
秘
の
空
間
を
作
り
上
げ
て
い

る
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
宣
教
師
で
あ
り
な
が
ら
当
時
の
一
般
的
な
外
国
人
の
宗
教
的
価
値
観
に
と
ら
わ
れ
ず

に
、
日
本
の
宗
教
、
つ
ま
り
他
者
の
文
化
を
澄
ん
だ
眼
差
し
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
人
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

―１１０（５）―

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
本
民
話
集
に
つ
い
て



グ
リ
フ
ィ
ス
は
い
わ
ば
、
日
本
の
庶
民
の
信
仰
の
あ
り
か
た
を
、
自
然
に
包
ま
れ
た
神
社
仏
閣
の
た
た
ず
ま
い
の
な
か
に
見
出
し

た
と
い
え
る
の
だ
が
、
今
ひ
と
つ
特
筆
す
べ
き
は
、
民
俗
学
的
関
心
で
あ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、『
皇
国
』の
な
か
で
も
章
を
た
て
て
、

諺
や
子
供
の
遊
び
、
伝
説
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
が
、
民
話
へ
の
関
心
は
年
を
経
る
と
と
も
に
強
ま
っ
て
い
っ
た
。

グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
日
本
の
民
話
集
を
三
度
刊
行
し
て
い
る
。（
出
版
社
、
出
版
地
を
変
え
て
の
再
刊
は
こ
こ
に
数
え
な
い
。）

最
初
が
一
八
八
〇
（
明
治
十
二
）
年
、『
日
本
の
御
伽
の
世
界
』(Japanese

F
airy

W
orld:

Stories
from

the
W
onderlore

of
Japan,

N
.
Y
.,

Jam
es
H
.
B
arhyte)

で
、
三
十
四
編
の
話
が
入
っ
て
い
る
。

次
に
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
、T

he
F
ire-fly’s

L
overs,

and
other

fairy
tales

of
old

Japan,
(T
.Y
.C
row

ell
&
C
o)

、
二
十

編
所
収
。

そ
し
て
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
、Japanese

F
airy

T
ales,

(G
eorge

C
.
H
arrap

&
C
o)

。
二
十
八
編
所
収
。

三
種
の
民
話
集
の
内
容
は
少
し
ず
つ
異
な
り
、
す
べ
て
に
収
め
ら
れ
て
い
る
物
語
も
あ
る
。
最
初
の
本
が
ア
メ
リ
カ
帰
国
の
数
年

後
に
出
て
、
そ
の
さ
ら
に
二
十
八
年
後
に
二
冊
目
、
四
十
三
年
後
、
八
十
歳
の
と
き
に
三
冊
目
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
グ
リ
フ
ィ

ス
は
民
話
集
執
筆
の
意
欲
を
終
生
持
ち
続
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
は
、
欧
米
に
お
い
て
非
西
洋
の
民
俗
や
伝
承
文
学
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
エ
キ
ゾ
チ
ス
ム
の
風
潮
に
、
グ
リ
ム
兄
弟
以
来
の
民
話
へ
の
関
心
が
あ
い
ま
っ
て
、
東
洋
、

南
洋
の
伝
説
民
話
集
が
数
多
く
編
ま
れ
た
。
民
俗
学
と
い
う
新
た
な
学
問
の
登
場
も
こ
の
時
代
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
最
初
に
、
日
本
の
説
話
や
伝
説
を
と
り
あ
げ
た
の
は
、
英
国
外
交
官
Ａ
・
Ｂ
・
ミ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド(A

lgernon

B
ertram

M
itford,

1837-1916)

のT
ales

of
O
ld

Japan,
1871

（
明
治
四
年
）
だ
っ
た
。
ミ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
は
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に

―１０９（６）―
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か
け
て
日
本
に
滞
在
し
、
帰
国
後
、
歌
舞
伎
の
出
し
物
や
講
談
な
ど
と
と
も
に
、
舌
切
雀
や
花
咲
爺
と
い
っ
た
昔
話
も
翻
訳
し
、
刊

行
し
て
い
る
。
赤
穂
の
四
十
七
士
の
話
が
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
、
切
腹
に
つ
い
て
の
考
察
も
あ
る
た
め
、
武
士
道
が
世
界
に
知
ら
れ
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
赤
穂
義
士
の
よ
う
な
歴
史
の
逸
話
と
、
舌
切
雀
が
一
緒
な
の
が
面
白
い
と
こ
ろ
だ
が
、
ミ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ド
は
、
冒
頭
で
ま
ず
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

T
he
books

w
hich

have
been

w
ritten

of
late

years
about

Japan
have

either
been

com
piled

from
official

records,

or
have

contained
the

sketchy
im
pressions

of
passing

travellers.
O
f
the

inner
life

of
the

Japanese
the

w
orld

at
large

know
s
but

little:
their

religion,
their

superstitions,
their

w
ays

of
thought,

the
hidden

springs
by
w
hich

they

（
３
）

m
ove.

つ
ま
り
、「
日
本
の
宗
教
、
迷
信
、
も
の
の
考
え
方
、
行
動
の
源
泉
」
に
つ
い
て
世
界
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
と
述
べ
て
、「
そ
れ

を
理
解
す
る
の
に
最
上
の
方
法
が
、
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
た
物
語
の
翻
訳
だ
と
思
っ
た
」
と
続
け
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
グ
リ
フ
ィ
ス
も
ま
た
、『
日
本
の
御
伽
の
世
界
』(Japanese

F
airy

W
orld:

Stories
from

the
W
onder-lore

of
Japan,

1880)

の

序
文
に
こ
う
記
し
て
い
る
。

「
十
二
年
前
に
初
め
て
日
本
の
若
者
と
知
り
合
っ
た
時
以
来
、
私
は
彼
ら
の
民
話
や
炉
部
の
物
語
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
き
た
。」

「
四
年
間
の
滞
在
の
間
に
、
そ
の
豊
か
な
想
像
力
の
広
が
り
に
魅
了
さ
れ
」、「
日
本
人
の
考
え
、
信
仰
と
迷
信
を
よ
く
表
し
て
い
る

数
々
の
物
語
の
翻
訳
や
要
約
と
著
者
の
短
編
を
一
冊
に
ま
と
め
た
」
の
だ(“From

m
y
first

acquaintance,
tw
elve

years
ago,

w
ith

Japanese
youth,

I
becam

e
an
eager

listener
to
their

folk
lore

and
fireside

stories.
…
…
…
…W

ithin
this

book
the

reader
w
ill
find

transla-

―１０８（７）―
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tions,
condensations

of
w
hole

books,
of
interm

inable
rom

ances,
and

a
few

sketches
by
the

author
em
bodying

Japanese
ideas,

beliefs
and

superstitions.”)

、
と
。

グ
リ
フ
ィ
ス
の
い
う“Japanese

ideas,
beliefs

and
superstitions”

は
も
ち
ろ
ん
、
ミ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
の“their

religion,
their

superstitions,
their

w
ays

of
thought”

を
ふ
ま
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
民
話
集
は
、
民
族
の
心
の
表
れ
を
民
話
伝

説
に
見
る
と
い
う
、
い
わ
ば
�
時
代
�
の
意
識
を
背
景
に
編
集
さ
れ
た
も
の
と
も
い
え
る
。
そ
し
て
そ
の
意
欲
の
ほ
ど
は
、
第
一

作
、『
日
本
の
御
伽
の
世
界
』
の
全
体
の
（
４
）

構
成
に
も
み
て
と
れ
る
か
と
思
う
。

『
日
本
の
御
伽
の
世
界
』
に
は
、
三
十
四
篇
の
話
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
第
一
話
が
、“T

he
M
eeting

of
the

Star
L
overs.”

（
星

の
恋
人
た
ち
の
逢
瀬
）
と
あ
っ
て
、
織
姫
と
彦
星
の
伝
説
で
あ
る
。
そ
の
後
に
、「
舌
切
雀
」、「
猿
蟹
合
戦
」、「
文
福
茶
釜
」、「
桃
太

郎
」、「
金
太
郎
」、「
羽
衣
伝
説
」「
京
の
蛙
、
大
阪
の
蛙
」「
安
珍
清
姫
」
と
い
っ
た
、
お
な
じ
み
の
物
語
や
、「
七
福
神
」、「
鯉
の

滝
登
り
」、「
ナ
マ
ズ
と
地
震
」
な
ど
の
民
俗
学
的
な
話
題
、
弁
慶
や
渡
辺
綱
、
源
頼
政
の
武
勇
談
、
ま
た
、「
う
な
ぎ
の
か
ぎ
賃
」

の
よ
う
な
江
戸
小
話
が
続
く
。
そ
し
て
最
後
、
第
三
十
三
話
と
三
十
四
話
が“T

he
C
reation

of
H
eaven

and
E
arth.”

（
天
地
の
創

造
）
と
、“H

ow
the

Sun
G
oddess

w
as
E
nticed

out
of
her

C
ave”

（
太
陽
の
女
神
が
洞
窟
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
話
）
と
な
っ
て
、『
古

事
記
』
の
神
話
で
し
め
ら
れ
て
い
る
。
ず
い
ぶ
ん
多
彩
な
内
容
で
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
『
御
伽
草
子
』
の
ほ
か
、
講
談
や
落
語
な
ど
か

ら
も
幅
広
く
物
語
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
構
成
で
印
象
的
な
の
は
、
最
初
に
七
夕
、
つ
ま
り
星
の
伝
説
を
、
最
後
に
天
照
、
つ
ま
り
太
陽
の
伝
説
を
置
い
て
い
る
こ
と

だ
ろ
う
。
七
夕
は
夏
の
物
語
だ
が
、
天
の
岩
戸
の
神
話
は
、
隠
れ
た
太
陽
が
再
生
し
、
再
び
世
界
を
照
ら
す
と
い
う
冬
至
の
物
語
で

（
５
）

あ
る
。
つ
ま
り
夏
の
夜
の
星
空
に
始
ま
り
、
冬
の
夜
明
け
の
太
陽
に
終
わ
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
て
、
こ
の
二
つ
の
季
節
の
空

―１０７（８）―
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話
集
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つ
い
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の
間
で
、
人
間
と
動
物
た
ち
の
愉
快
で
、
時
に
滑
稽
、
時
に
悲
し
い
物
語
が
展
開
す
る
。
日
本
人
が
古
来
お
り
な
し
て
き
た
物
語
群

を
通
し
て
、
一
種
の
世
界
像
の
よ
う
な
も
の
を
、
こ
の
構
成
で
示
し
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
し
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
民
話
集
の
な
か
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
（
ミ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
と
異
な
っ
て
）、
自
作
の
民
話
風
の
短
編

作
品
を
い
く
つ
か
さ
り
げ
な
く
加
え
て
い
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
三
つ
の
民
話
集
の
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
少
し

ず
つ
異
な
る
の
だ
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
創
作
民
話
は
一
貫
し
て
同
じ
も
の
が
入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
最
初
は
、
ど
の
作
品
の
こ
と
か

特
定
せ
ず
、
た
だ
�
著
者
に
よ
る
短
文(a

few
sketches

by
the

author
em
bodying

Japanese
ideas)

を
も
含
む
�
と
控
え
め
に
言
及
し

て
い
た
の
が
、
一
九
〇
八
年
の
第
二
作
の
序
文
で
は
、
六
つ
の
物
語
の
名
を
あ
げ
て
、�
こ
れ
ら
の
物
語
は
日
本
の
書
物
に
は
な
い
。

み
な
著
者
の
頭
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
�(“exist

in
no
Japanese

text”
“spun

from
m
y
ow
n
brain”)

と
、
創
作
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
当
然
連
想
さ
れ
る
の
が
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
再
話
作
品
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
雪
女
」
や
「
む
じ
な
」
は
、
も

と
も
と
そ
の
よ
う
な
話
が
日
本
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
て
、
断
片
的
な
素
材
や
素
朴
な
伝
承
に
す
ぎ
な
い
も
の
に
ハ
ー
ン
が
細
か

く
手
を
加
え
、
印
象
的
な
物
語
に
仕
立
て
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
ハ
ー
ン
は
、
収
集
を
旨
と
し
た
民
俗
学
で
い
う
�
採
話
�

で
は
な
く
、�
再
話
�
を
行
っ
た
。
そ
し
て
ハ
ー
ン
の
場
合
、�
再
話
�
は
自
ら
の
内
的
世
界
を
投
影
す
る
、
い
わ
ば
自
覚
的
な
文
学

的
営
み
と
し
て
な
さ
れ
た
。

グ
リ
フ
ィ
ス
が
、
一
九
〇
八
年
版
の
民
話
集
で
、
六
点
が
創
作
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
の
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
先
に
言
及
し
た

他
の
日
本
民
話
集
に
「
蛍
姫
の
求
婚
者
」
や
「
雷
の
子
」
な
ど
グ
リ
フ
ィ
ス
の
作
品
が
日
本
古
来
の
昔
話
と
し
て
断
り
な
く
転
載
さ

れ
て
（
６
）

い
る
か
ら
で
も
あ
り
、
ま
た
ハ
ー
ン
が
怪
談
な
ど
次
々
と
日
本
の
古
い
物
語
の
再
話
作
品
を
発
表
し
た
こ
と
を
意
識
し
た
か
ら

―１０６（９）―
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で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
収
集
し
た
日
本
の
物
語
も
、
自
作
の
新
た
な
民
話
も
、“all

of
them

,
I
feel

sure,

reflect
the

spirit
of
O
ld
Japan”

、
つ
ま
り
、
あ
く
ま
で
も
「
日
本
の
昔
な
が
ら
の
精
神
」
を
伝
え
る
も
の
だ
と
い
う
。
第
一
作
の

序
文
で
、“a

few
sketches

by
the

author
em
bodying

Japanese
ideas”

（
日
本
人
の
考
え
方
を
記
し
た
ス
ケ
ッ
チ
）
だ
と
記
し
た
と
き

以
来
、
編
集
の
目
的
に
揺
ら
ぎ
は
な
い
の
で
あ
る
。�
日
本
民
話
集
�
と
タ
イ
ト
ル
に
か
か
げ
、
そ
こ
に
あ
え
て
挿
入
し
た
創
作
民

話
に
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
自
身
が
見
出
し
た
�
日
本
�
の
イ
メ
ー
ジ
が
語
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

グ
リ
フ
ィ
ス
の
創
作
民
話
は
ど
れ
も
、
福
井
を
舞
台
に
し
た
話
で
あ
る
。
第
一
作
で
、“T

he
Fire-fly’s

L
overs”

（「
蛍
姫
の
求
婚

者
」）、“T

he
C
hild

of
the

T
hunder”

（「
雷
の
子
」）、“L

ittle
Silver’s

D
ream

of
the

Shoji”

（「
お
銀
さ
ん
の
見
た
猩
々
の
夢
」）、

“L
ord

C
uttle-Fish

G
ives

a
C
oncert”

（「
イ
カ
殿
が
音
楽
会
を
開
く
」）、“T

he
Procession

of
L
ord

L
ong-L

egs”

（「
脚
長
公
の
大
名
行

列
」）
の
五
点
、
第
二
作
で
追
加
さ
れ
た“T

he
G
ift
of
G
old

L
acquer,”

（「
黄
金
の
漆
の
贈
り
物
」）
を
併
せ
て
、
合
計
六
点
あ
る
。

ど
れ
も
短
い
話
だ
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
と
ら
え
た
日
本
の
自
然
と
自
然
観
が
表
わ
れ
て
い
て
印
象
深
い
の
が
、「
蛍
姫
の
求
婚

者
」
と
、「
雷
の
子
」
な
の
で
あ
る
。
で
は
、
ま
ず
は
蛍
姫
の
話
か
ら
。

三
、「
蛍
姫
の
求
婚
者
」

グ
リ
フ
ィ
ス
の“T

he
Fire-fly’s

L
overs”

に
は
、
オ
ル
ツ
ィ
の
「
蛍
姫
の
求
婚
者
」
で
は
省
略
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
。
ひ
と
つ

は
、
最
後
に
蛍
の
王
子
が
現
れ
て
結
ば
れ
る
婚
礼
の
場
面
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
物
語
の
前
置
き
の
部
分
で
あ
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
物
語
に
入
る
前
の
冒
頭
で
、
日
本
の
蛍
狩
り
の
風
習
の
説
明
か
ら
始
め
る
。

―１０５（１０）―

ウ
ィ
リ
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In
Japan,

the
night-flies

em
it
so
brilliant

a
light

and
are

so
beautiful

that
ladies

go
out

in
the

evenings
and

catch

the
insects

for
am
usem

ent,
as
m
ay
be
seen

represented
on
Japanese

fans.

T
hey

im
prison

them
in
tiny

cages
m
ade

of
bam

boo
threads,

and
hang

them
up
in
their

room
s
or
suspend

them

from
the

eaves
of
their

houses.
A
t
their

picnic
parties,

the
people

love
to
sit
on

A
ugust

evenings,
fan

in
hand,

looking
over

the
lovely

landscape,
spangled

by
ten

thousand
brilliant

spots
of
golden

light.
E
ach

flash
seem

s
like

a

tiny
blaze

of
harm

less
lightning.

O
ne
of
the

species
of
night-flies,

the
m
ost

beautiful
of
all,

is
a
source

of
m
uch

am
usem

ent
to
the

ladies.

H
anging

the
cage

of
glittering

insects
on
their

verandahs,
they

sit
and

w
atch

the
crow

d
of
w
inged

visitors
attracted

by
the

fire-fly’s
light.

W
hat

brings
them

there,
and

w
hy
the

fire-fly’s
parlor

is
filled

w
ith
suitors

as
a
queen’s

court

w
ith
courtiers,

let
this

love

（
７
）

story
tell.

Ibid,
p.
37

（
日
本
で
は
、
蛍
の
放
つ
光
が
あ
ま
り
に
鮮
や
か
で
美
し
い
た
め
、
日
本
の
扇
に
描
か
れ
た
情
景
そ
の
ま
ま
に
、
ご
婦
人
が
た
は
夏
の
夜
、

蛍
狩
り
を
し
て
楽
し
む
。

人
々
は
、
捕
え
た
虫
を
細
い
竹
ひ
ご
を
編
ん
だ
小
さ
な
竹
籠
に
入
れ
て
、
家
の
室
内
ま
た
は
軒
先
に
つ
る
す
。
そ
し
て
夏
の
夜
、
人
々
は

団
扇
を
手
に
外
に
出
か
け
、
何
千
何
万
と
い
う
蛍
の
黄
金
の
光
が
き
ら
め
く
、
美
し
い
田
園
の
景
色
を
眺
め
て
過
ご
す
こ
と
を
好
む
の
で
あ

る
。
光
が
点
滅
す
る
さ
ま
は
、
ま
る
で
小
さ
な
稲
妻
の
閃
光
の
よ
う
で
あ
る
。

夜
の
蛍
の
な
か
で
も
最
も
美
し
い
一
種
は
、
女
た
ち
に
、
大
き
な
愉
し
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。
き
ら
き
ら
輝
く
そ
の
昆
虫
の
籠
を
縁

―１０４（１１）―

ウ
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リ
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先
に
つ
る
す
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
夏
の
虫
が
、
蛍
籠
の
光
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
集
ま
っ
て
く
る
。
女
た
ち
は
広
縁
に
す
わ
っ
て
、
そ

れ
を
眺
め
る
。
な
ぜ
虫
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
の
か
、
な
ぜ
蛍
の
客
間
に
求
婚
者
が
あ
ふ
れ
る
の
か
、
そ
の
わ
け
は
、
こ
の
物
語
が
語
っ
て

く
れ
る
。）

グ
リ
フ
ィ
ス
は
物
語
に
入
る
前
に
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
夏
の
風
物
詩
と
し
て
の
蛍
と
い
う
も
の
を
最
初
に
提
示
す
る
。
は
じ

め
に
言
及
し
た
オ
ル
ツ
ィ
の
挿
絵
は
、
こ
の
箇
所
を
描
い
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
物
語
の
背
景
に
あ
る
文
化
、
習

俗
、
行
事
な
ど
、
人
々
の
暮
ら
し
と
の
か
か
わ
り
を
簡
潔
に
述
べ
る
わ
け
で
、
他
の
昔
話
で
も
、
た
と
え
ば
、「
牽
牛
織
女
の
物
語
」

で
は
最
初
に
七
夕
祭
の
こ
と
を
、「
雷
の
子
」
で
は
棚
田
の
開
墾
、「
二
匹
の
蛙
の
小
話
」
で
は
、
京
都
と
大
阪
の
町
の
違
い
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
前
置
き
に
よ
る
物
語
の
枠
組
み
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
民
話
の
特
徴
と
い
え
る
か
も
し
れ
（
８
）

な
い
。
た
と

え
ば
、
ハ
ー
ン
は
、「
雪
女
」
で
も
、「
耳
な
し
芳
一
」
で
も
、
直
接
物
語
世
界
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
ハ
ー
ン

の
、
特
に
怪
談
な
ど
は
、
現
実
を
超
え
た
不
思
議
な
空
間
を
作
る
の
だ
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
人
々
の
日
常
の
暮
ら
し
の
伝
統
の
上

に
根
差
し
た
物
語
で
あ
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
ハ
ー
ン
は
夏
の
蝉
の
声
や
秋
の
虫
の
音
、
鈴
虫
な
ど
を
籠
で
飼
う
日
本
の
習
慣
に
つ
い
て
書
い
て
い
て
（「
日
本
の
庭

に
て
」）、「
蛍
」
と
い
う
題
の
随
筆
も
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
蛍
の
採
り
方
や
蛍
に
ま
つ
わ
る
故
事
な
ど
を
あ
げ
て
い
く
の
だ
が
、
印

象
的
な
の
は
、
宇
治
川
の
蛍
合
戦
の
記
述
で
あ
る
。
ハ
ー
ン
は
、
源
氏
蛍
と
平
家
蛍
な
ど
の
名
は
、
死
ん
だ
双
方
の
侍
の
亡
霊
が
蛍

と
な
っ
て
出
て
く
る
か
ら
な
の
だ
と
述
べ
る
。
そ
し
て
松
江
の
、
あ
る
侍
の
家
に
飛
ん
で
き
た
蛍
が
、
実
は
彼
を
慕
う
娘
が
夢
の
な

か
で
蛍
に
な
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
話
も
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
ハ
ー
ン
に
と
っ
て
、
蛍
の
魅
力
は
夜
の
暗
闇
に
浮
か
び
上
が
り

―１０３（１２）―
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揺
ら
め
く
光
の
幻
想
性
と
同
時
に
、
ど
こ
か
不
気
味
な
怪
奇
性
に
あ
っ
た
。
蛍
に
人
の
霊
魂
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
り
、
ハ
ー
ン
の
作

品
に
登
場
す
る
蛍
は
、
死
者
の
亡
霊
で
あ
っ
た
り
、
体
か
ら
抜
け
出
た
生
霊
だ
っ
た
り
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
ま
た
、
た
し
か
に
日

本
の
蛍
の
伝
承
イ
メ
ー
ジ
の
ひ
と
つ
の
側
面
で
も
あ
る
。

そ
れ
を
ふ
ま
え
て
グ
リ
フ
ィ
ス
の
「
蛍
姫
の
求
婚
者
」
を
読
む
と
、
お
よ
そ
印
象
が
異
な
る
。
夜
の
幻
想
性
は
同
じ
な
の
に
、
ま

た
虫
た
ち
が
次
々
と
哀
れ
な
死
を
遂
げ
る
の
に
、こ
こ
に
は
、�
生
�
の
華
や
ぎ
と
里
の
自
然
の
豊
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

先
ほ
ど
の
前
置
き
を
受
け
て
、
蛍
姫
の
物
語
は
こ
う
始
ま
る
。

O
n
the

southern
and

sunny
side

of
the

castle
m
oats

of
the

Fukui
castle,

in
E
chizen,

the
w
ater

had
long

ago

becom
e
shallow

so
that

lotus
lilies

grew
luxuriantly.

D
eep

in
the

heart
of
one

of
the

great
flow

ers
w
hose

petals
w
ere

as
pink

as
the

lining
of
a
sea-shell,

lived
the

K
ing

of
the

Fire-flies,
H
i-ō,

w
hose

only
daughter

w
as
the

lovely

princess
H
otaru-him

é.
W
hile

still
a
child

the
him

é
(princess)

w
as
carefully

kept
at
hom

e
w
ithin

the
pink

petals
of
the

lily,
never

going
even

to
the

edges
except

to
see

her
father

fly
off

on
his

journey.
D
utifully

she
w
aited

until
of
age,

w
hen

the
fire

glow
ed
in
her

ow
n
body,

and
shone,

beautifully
illum

inating
the

lotus,
until

its
light

at
night

w
as
like

a
lam

p
w
ithin

a
globe

of
coral.

（
越
前
の
国
、
福
井
城
の
南
側
の
日
当
た
り
の
よ
い
お
濠
で
は
、
水
も
浅
く
な
っ
て
久
し
く
、
蓮
の
花
が
見
事
に
咲
き
誇
っ
て
い
た
。
大
き

な
蓮
の
花
の
奥
深
く
、
貝
殻
の
内
面
の
よ
う
な
淡
紅
色
の
花
び
ら
に
包
ま
れ
て
、
蛍
の
王
、�
火
王
�
の
住
ま
い
が
あ
り
、
一
人
娘
の
美
し
い

蛍
姫
が
暮
ら
し
て
い
た
。
蛍
姫
が
子
ど
も
の
う
ち
は
、
蓮
の
桃
色
の
花
び
ら
の
中
で
大
切
に
匿
わ
れ
て
、
父
が
仕
事
で
飛
び
立
つ
の
を
見
送

―１０２（１３）―
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る
時
以
外
、
外
は
お
ろ
か
、
花
び
ら
の
端
に
さ
え
出
な
か
っ
た
。
だ
が
、
年
ご
ろ
に
な
る
と
、
身
体
の
な
か
に
火
が
灯
り
、
輝
き
を
放
っ
て
、

蓮
の
花
を
美
し
く
照
ら
し
た
。
夜
に
な
る
と
、
花
は
珊
瑚
で
で
き
た
球
形
の
ラ
ン
プ
の
ご
と
く
光
っ
た
。）

舞
台
は
、
福
井
の
城
の
南
側
の
濠
で
あ
る
。
濠
の
水
位
が
低
い
の
は
、
深
い
濠
の
水
は
必
要
な
く
な
っ
た
、
つ
ま
り
平
和
が
長
く

続
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
争
い
事
の
な
い
、
穏
や
か
な
世
界
で
、
日
当
た
り
の
よ
い
城
の
お
堀
に
は
、
楽
園
に
咲
く
と

い
う
蓮
の
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
る
。
花
は
、
中
に
棲
む
蛍
の
光
を
映
し
て
、
丸
い
ぼ
ん
ぼ
り
の
よ
う
に
水
面
か
ら
立
ち
上
が
り
、
そ

の
花
び
ら
の
色
も
、
ま
る
で
小
さ
な
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
生
ん
だ
海
の
貝
の
真
珠
層
の
よ
う
だ
と
い
う
。

グ
リ
フ
ィ
ス
の
語
り
は
巧
み
で
、
前
置
き
の
広
い
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
に
よ
る
人
々
の
田
園
生
活
の
蛍
狩
り
の
様
子
か
ら
、
城
の

堀
へ
と
寄
っ
て
い
き
、
さ
ら
に
蓮
の
花
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
近
づ
い
て
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
虫
た
ち
の
小
世
界
の
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
に
読
者
を
導
き
入
れ
る
。

さ
て
、
話
は
こ
う
続
く
。
蛍
姫
の
美
し
さ
は
日
に
日
に
輝
き
を
増
す
よ
う
に
な
り
、
蓮
の
花
の
外
へ
出
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

“H
otaru-him

é
flew

forth
in
and

out
am
ong

the
lotus

lilies
of
the

m
oat,

then
into

rich
rice

fields,
and

at
last

far
off

to

the
indigo

m
eadow

s.”

（
蛍
姫
は
濠
の
中
、
蓮
の
花
々
の
間
を
め
ぐ
り
、
つ
い
で
立
派
な
田
圃
の
中
へ
、
さ
ら
に
は
遠
く
藍
色
に
染
ま
る
野
原
へ

と
飛
ん
で
い
っ
た
。）
若
い
娘
が
次
第
に
行
動
範
囲
を
広
げ
、
濠
の
外
へ
、
豊
か
に
実
り
つ
つ
あ
る
稲
田
を
通
り
ぬ
け
、
時
に
は
は
る

か
な
藍
色
の
田
園
の
な
か
に
消
え
入
る
こ
と
も
あ
る
。
薄
紅
色
か
ら
一
面
の
黄
色
、
つ
い
で
藍
色
へ
と
推
移
す
る
色
の
イ
メ
ー
ジ
も

鮮
や
か
で
あ
る
。

そ
し
て
、
多
く
の
虫
た
ち
が
蛍
姫
の
美
し
さ
に
惹
か
れ
て
、
寄
っ
て
く
る
。
す
る
と
、
蛍
姫
は
、
押
し
寄
せ
る
求
婚
者
た
ち
に
条

―１０１（１４）―
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件
を
出
す
。“B

ring
m
e
fire

and
I
w
ill
be
your

bride”

「
火
を
も
っ
て
き
て
く
れ
た
ら
、
結
婚
を
承
諾
し
ま
し
ょ
う
」
と
。
そ
こ

で
、
黄
金
虫(the

golden
beetle)

、
黒
光
り
す
る
虫(a

shining
bug)

、
赤
と
ん
ぼ(the

dragon-fly)

、
カ
ブ
ト
虫(the

B
eetle)

、
す
ず
め

蛾(the
brilliant

haw
k-m

oth)

、
衣
虫(clothes

m
oth)

等
々
、
様
々
な
昆
虫
が
登
場
し
て
は
、
火
を
求
め
て
冒
険
に
出
か
け
、
み
な
悲

し
い
死
を
遂
げ
る
。
灯
り
が
も
れ
る
障
子
に
ぶ
つ
か
る
も
の
、
ラ
ン
プ
の
油
で
溺
れ
る
も
の
、
ろ
う
そ
く
の
炎
で
焼
け
死
ぬ
も
の
、

ろ
う
そ
く
の
芯
を
登
っ
て
、
潰
さ
れ
る
も
の
。
翌
朝
、
行
燈
の
ま
わ
り
は
死
骸
の
山
と
な
る
。“T

he
Princess

H
otaru

m
ust

have

had
m
any

lovers
last

night.”

「
昨
夜
は
、
ず
い
ぶ
ん
沢
山
、
蛍
姫
に
恋
こ
が
れ
た
よ
う
だ
ね
」
と
人
々
は
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
後

片
付
け
を
す
る
。
猫
の
眼
の
緑
色
の
先
に
突
進
す
る
も
の
や
腐
木
の
燐
光
に
あ
ざ
む
か
れ
る
も
の
も
い
る
。

最
後
に
城
の
北
側
の
濠
に
棲
む
蛍
の
王
子
が
、
姫
の
評
判
を
聞
き
つ
け
て
、
松
明
を
か
か
げ
た
光
の
隊
列
と
と
も
に
現
れ
、
あ
ふ

れ
る
輝
き
の
中
で
二
人
は
め
で
た
く
結
婚
す
る
。
夏
の
夜
は
、
今
な
お
虫
た
ち
が
火
に
飛
び
入
る
。
娘
た
ち
が
蛍
を
籠
で
か
う
の
も
、

虫
の
恋
の
情
熱
に
あ
こ
が
れ
る
か
ら
な
の
だ
、
と
グ
リ
フ
ィ
ス
は
最
後
に
結
ぶ
。

物
語
は
、
い
わ
ゆ
る
�
難
題
求
婚
譚
�
の
話
型
を
ふ
ま
え
て
い
て
、
夜
、
光
り
輝
く
蛍
姫
の
姿
は
、
か
ぐ
や
姫
の
話
に
ヒ
ン
ト
を

え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
か
ぐ
や
姫
と
違
っ
て
、
最
後
は
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
お
さ
ま
る
べ
き
所
に
お
さ
ま
る
。
蓮
の
花

の
中
の
小
さ
な
姫
は
、
ど
こ
か
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
「
親
指
姫
」
を
も
思
わ
せ
、
女
王
の
セ
リ
フ
や
、
黄
金
虫
の“m

aking
obei-

sance”

、
つ
ま
り
騎
士
の
優
雅
な
お
辞
儀
の
仕
方
な
ど
、
中
世
の
宮
廷
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
表
現
も
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
物
語
で
や
は
り
愉
快
な
の
は
、
タ
イ
ト
ル
通
り
、
蛍
姫
の
も
と
に
く
る
虫
た
ち
が
生
き
い
き
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ

う
。
求
婚
の
さ
ま
も
、
冒
険
の
行
方
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
虫
の
生
態
、
個
性
が
良
く
で
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
伊
達
男
の
黄
金
虫
、
無

骨
な
か
ぶ
と
虫
、
容
貌
自
慢
の
赤
と
ん
ぼ
、
が
さ
つ
な
峨
、
…
…
。
こ
こ
に
は
虫
た
ち
の
小
世
界
の
面
白
さ
と
、
多
種
多
彩
な
昆
虫

―１００（１５）―
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が
生
彩
を
放
つ
、
豊
か
な
自
然
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
多
種
多
様
な
生
き
物
が
ま
る
で
集
団
劇
の
よ
う
に
登
場
す
る
の
は
、「
イ
カ
の
音
楽
会
」
の
話
、「
虫
の
大
名
行
列
」

の
話
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
話
の
筋
と
い
え
る
ほ
ど
の
筋
も
な
く
、
ひ
た
す
ら
海
の
生
き
物
、
野
の
虫
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
列
挙

し
て
、
そ
の
仕
草
や
容
貌
を
描
い
て
い
く
。
海
の
宮
殿
の
宴
と
音
楽
の
合
奏
の
様
子
、
バ
ッ
タ
の
大
名
の
参
勤
交
代
で
大
騒
ぎ
の
参

加
者
と
見
物
人
の
様
子
、
二
つ
の
ス
ケ
ッ
チ
は
、
ど
こ
か
鳥
獣
戯
画
や
北
斎
漫
画
を
思
わ
せ
る
。
そ
れ
で
も
、
戯
画
や
パ
ロ
デ
ィ
と

い
え
る
ほ
ど
の
辛
辣
さ
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
、
多
勢
の
生
き
物
に
出
番
を
与
え
る
こ
と
が
主
眼
の
、
生
き
物
図
鑑
の
よ
う
な
ス
ケ
ッ

チ
に
な
っ
て
い
る
。

蛍
姫
の
物
語
は
、
日
本
の
夏
の
風
物
誌
に
始
ま
り
、
幸
せ
な
婚
礼
で
終
わ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
が
描
こ
う
と
し
た
の
は
、
人
里
近
い

自
然
を
彩
る
命
の
華
や
ぎ
と
、
そ
の
小
宇
宙
を
包
む
平
和
な
人
々
の
暮
ら
し
だ
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
福
井
到
着
間

も
な
い
頃
の
グ
リ
フ
ィ
ス
の
驚
き
と
喜
び
に
み
ち
た
眼
差
し
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
「
蛍
姫
」
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
西
洋
の
�
妖
精
�
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
、
し
か
も
背
後
に
夜
が
広
が
る
。
虫
た
ち

一
匹
一
匹
の
悲
喜
劇
も
、
ふ
と
速
水
御
舟
の
「
炎
舞
」
の
宿
命
を
想
起
さ
せ
る
。
脳
裏
を
よ
ぎ
る
、
こ
の
よ
う
な
幻
想
的
な
妖
し
さ

が
、
あ
る
い
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
意
図
を
こ
え
て
、
世
紀
末
の
オ
ル
ツ
ィ
の
心
を
と
ら
え
、
前
書
き
と
結
末
を
削
除
さ
せ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

一
方
「
雷
の
子
」
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
眼
差
し
が
初
期
の
風
物
観
察
の
段
階
か
ら
さ
ら
に
深
ま
り
、
日
本
に
お
け
る
自
然
と
人
間

の
関
係
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
作
品
だ
と
い
え
る
。
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四
、「
雷
の
子
」

“T
he
C
hild

of
the

（
９
）

T
hunder”

は
、
貧
し
い
が
働
き
者
の
百
姓
が
、
雷
さ
ま
の
子
供
を
授
か
る
。
す
る
と
そ
こ
の
田
圃
だ
け
は
水

不
足
に
な
ら
ず
、
豊
か
に
な
る
が
、
あ
る
日
、
子
供
は
龍
と
な
っ
て
空
に
戻
る
、
と
い
う
話
で
あ
る
。

物
語
は
、
導
入
、
出
来
事
、
後
日
談
の
三
段
構
成
に
な
っ
て
い
て
、
こ
う
始
ま
る
。

In
am
ong

the
hills

of
E
chizen,

w
ithin

sight
of
the

snow
y
m
ountain

called
H
akuzan,

lived
a
farm

er
nam

ed

B
im
bo.

H
e
w
as
very

poor,
but

frugal
and

industrious.
H
e
w
as
very

fond
of
children

though
he
had

none
him

self.

B
ut
being

so
dreadfully

poor
both

thought
it
best

not
to
adopt,

until
they

had
bettered

their
condition

and
increased

the
area

of
their

land.
For

all
the

property
B
im
bo

ow
ned

w
as
the

earth
in
a
little

gully,
w
hich

he
him

self
w
as

reclaim
ing.

雪
に
お
お
わ
れ
た
白
山
が
見
え
る
越
前
の
山
あ
い
に
、
貧
し
い
が
働
き
者
の
百
姓
が
住
ん
で
い
た
。
子
供
好
き
だ
っ
た
の

に
、
子
供
は
い
な
か
っ
た
。
あ
ま
り
に
貧
し
く
、
暮
ら
し
向
き
が
よ
く
な
る
ま
で
は
、
と
思
っ
て
養
子
を
と
る
余
裕
も
な
か
っ

た
。
百
姓
の
家
に
は
、
開
墾
中
の
、
小
さ
な
狭
い
谷
間
の
僅
か
な
土
地
し
か
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

A
tiny

rivulet,
flow

ing
from

a
spring

in
the

crevice
of
the

rocks
above,

after
trickling

over
the

boulders,
rolled

dow
n
the

gully
to
join

a
brook

in
the

larger
valley

below
.
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山
上
の
岩
の
裂
け
目
か
ら
湧
き
出
た
小
さ
な
水
の
流
れ
が
、
岩
場
を
つ
た
い
、
谷
を
こ
ろ
が
り
落
ち
て
、
下
の
小
川
に
合
流

し
た
。

百
姓
は
何
年
も
苦
労
し
て
水
を
せ
き
止
め
、
石
を
積
ん
で
、
そ
の
中
に
山
か
ら
土
を
運
ん
で
い
れ
た
。
下
の
谷
か
ら
も
、
夫
婦
し

て
籠
を
背
負
っ
て
土
を
運
ん
だ
。
そ
し
て
よ
う
や
く
小
さ
な
田
圃
が
で
き
た
。

T
he
little

rivulet
supplied

the
needful

w
ater;

for
rice,

the
daily

food
of
laborer

and
farm

er,
m
ust

be
planted

and

cultivated
in
soft

m
ud
under

w
ater.

So
the

little
rivulet,

w
hich

once
leaped

over
the

rock
and

cut
its
w
ay
singing

to

the
valley,

now
spread

itself
quietly

over
each

terrace,
m
aking

m
ore

than
a
dozen

descents
before

it
reached

the

fields
below

.

す
る
と
、
小
さ
な
せ
せ
ら
ぎ
が
必
要
な
水
を
与
え
て
く
れ
た
。
と
い
う
の
も
、
庶
民
が
毎
日
食
べ
る
お
米
は
、
水
の
下
の
柔

ら
か
な
泥
土
に
植
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
て
は
岩
の
上
を
飛
び
跳
ね
、
歌
い
な
が
ら
谷
間
へ
と
流
れ

お
ち
て
い
っ
た
小
さ
な
せ
せ
ら
ぎ
は
、今
や
静
か
に
す
べ
て
の
棚
田
の
上
に
広
が
り
、何
度
も
ゆ
っ
く
り
段
差
を
降
り
な
が
ら
、

下
の
平
野
へ
と
下
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
冒
頭
部
分
で
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
棚
田
の
形
成
の
話
を
す
る
。
百
姓
夫
婦
が
土
を
い
れ
た
重
い
籠
を
背
負
い
、
急
斜
面
を
登
り
、

何
年
も
か
け
て
谷
間
の
土
地
を
開
墾
す
る
大
変
な
苦
労
が
わ
か
る
。
そ
し
て
印
象
的
な
の
は
、
百
姓
側
の
農
作
業
の
話
と
呼
応
す
る
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よ
う
に
交
互
に
語
ら
れ
る
、
小
川
の
動
き
の
方
の
描
写
だ
ろ
う
。
水
の
流
れ
は
こ
こ
で
生
き
物
の
よ
う
に
、
人
格
を
も
っ
て
い
る
か

の
ご
と
く
描
か
れ
て
い
る
。A

tiny
rivulet

を
主
語
と
し
て
、flow

ing

、trickling

、rolled

、join

と
動
詞
を
重
ね
て
、
小
さ
な
せ

せ
ら
ぎ
が
湧
き
出
て
流
れ
落
ち
て
い
く
動
き
が
示
さ
れ
、
百
姓
の
苦
労
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
、“T

he
little

rivulet
supplied

the

needful
w
ater”

、
必
要
な
水
を
与
え
て
く
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
棚
田
が
完
成
す
る
と
、
か
つ
て
は
子
供
の
よ
う
に
は
し
ゃ
ぎ
な
が

ら
、
自
由
自
在
に
岩
場
を
飛
び
跳
ね
て
流
れ
落
ち
て
い
た
水
が
、“now

spread
itself

quietly
over

each
terrace,

m
aking

m
ore

than
a
dozen

descents
before

it
reached

the
fields

below
.”

今
や
静
か
に
棚
田
の
一
段
一
段
に
広
が
り
、
ゆ
っ
く
り
と
下
の
川

へ
と
流
れ
て
い
き
、
合
流
す
る
。
ま
る
で
元
気
な
子
供
が
、
す
っ
か
り
落
ち
着
い
て
大
人
に
な
っ
て
い
く
か
の
よ
う
な
描
写
で
、
米

作
り
の
風
景
の
な
か
に
お
け
る
水
の
誕
生
と
成
長
と
成
熟
が
、
詩
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

物
語
は
こ
う
展
開
す
る
。

あ
る
夏
の
日
、
日
照
り
が
続
い
て
稲
も
枯
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
、
雲
が
も
く
も
く
と
沸
き
起
こ
っ
て
、
夕
立
に
な
っ
た
。
稲
妻
の

閃
光
が
走
り
、
雷
の
音
が
山
々
に
響
い
た
。
だ
が
、
百
姓
は
雨
降
り
が
嬉
し
く
て
、
冷
た
い
雨
粒
が
頬
に
心
地
良
く
て
、
鋤
を
も
っ

た
ま
ま
、
仕
事
を
続
け
た
。
棚
田
が
あ
ふ
れ
る
水
に
流
さ
れ
な
い
よ
う
、
囲
い
の
石
を
補
強
し
だ
し
た
の
で
あ
る
。

雷
雨
の
勢
い
は
増
し
た
。
雷
神
が
嵐
に
の
っ
て
空
を
駆
け
、
時
に
恐
ろ
し
い
雷
獣
を
雲
間
か
ら
投
じ
て
人
の
命
を
奪
う
と
聞
い
て

い
た
百
姓
は
、
鋤
を
肩
に
か
け
て
他
へ
移
動
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
恐
ろ
し
い
光
に
目
が
く
ら
み
、
耳
を
つ
ん
ざ
く
音
が
し
て
、
目

の
前
に
雷
が
落
ち
た
。
す
る
と
、

“T
here

lay
a
little

boy,
rosy

and
w
arm

,
and

crow
ing

in
the

m
ost

lively
m
anner,

and
never

m
inding

the
rain

in
the

least.”

ふ
と
見
る
と
、
足
元
に
丸
々
と
し
て
血
色
の
好
い
、
小
さ
な
男
の
子
が
雨
も
気
に
せ
ず
、
元
気
に
は
し
ゃ
い
で
い
た
。
百
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姓
は
び
っ
く
り
す
る
。
し
か
し
大
変
喜
ん
で
、
子
供
を
抱
き
上
げ
、
家
に
連
れ
帰
っ
た
。

“H
ere’s

a
gift

from
R
aijin,”

”W
e’ll

adopt
him

as
our

ow
n
son

and
call

him
R
ai-taro,”.

百
姓
は
、
雷
神
さ
ま
か
ら
の
贈

り
物
だ
と
い
っ
て
、
雷
太
郎
と
名
付
け
て
養
子
に
す
る
。

男
の
子
は
親
の
言
う
こ
と
を
よ
く
聞
く
優
し
い
良
い
子
に
育
っ
た
。
た
だ
、
他
の
子
供
た
ち
と
は
遊
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。“H

e

never
liked

to
play

w
ith
other

children,
but

kept
all
day

in
the

fields
w
ith
his

father,
sporting

w
ith
the

rivulet
and

looking

at
the

clouds
and

sky.”

い
つ
も
、
父
親
と
一
緒
に
畑
に
い
て
、
小
川
と
戯
れ
、
空
と
雲
を
眺
め
て
い
た
。

太
神
楽
が
や
っ
て
き
て
、
祭
り
で
村
が
に
ぎ
わ
っ
た
時
も
、“the

child
of
the

thunder
stayed

up
in
the

field,
or
clim

bed
on

the
high

rocks
to
w
atch

the
sailing

of
the

birds
and

the
flow

ing
of
the

w
ater

and
the

river
far

aw
ay.”

雷
の
子
だ
け
は
畑
に

い
る
か
、
大
き
な
岩
に
上
っ
て
、
空
ゆ
く
鳥
と
、
流
れ
る
水
と
、
は
る
か
な
川
を
眺
め
て
い
た
。

百
姓
の
家
は
裕
福
に
な
っ
た
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
よ
そ
で
は
全
く
雨
が
降
ら
な
い
と
き
で
も
、
雷
太
郎
の
田
圃
に
だ
け
は
雨
が

降
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
百
姓
は
、
す
べ
て
は
雲
か
ら
落
ち
て
き
た
か
わ
い
い
子
ど
も
の
御
蔭
だ
、
雷
太
郎
が
雲
に
呼
び
か
け
て

雨
を
降
ら
す
の
だ
と
信
じ
た
。

夏
が
い
く
た
び
も
め
ぐ
り
、
雷
太
郎
は
背
の
高
い
、
麗
し
い
青
年
に
育
っ
た
。
成
人
と
な
る
誕
生
日
に
、
さ
さ
や
か
な
祝
い
を
し

て
、
雷
太
郎
の
生
ま
れ
た
日
の
こ
と
を
み
な
思
い
出
し
た
。
す
る
と
、
青
年
は
神
妙
な
面
持
ち
で
、

“M
y
dear

parents,
I
thank

you
very

m
uch

for
your

kindness
to
m
e,
but

I
m
ust

now
say

farew
ell.

I
hope

you
w
ill

alw
ays

be
happy.”

と
、
両
親
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て
、
別
れ
を
告
げ
る
。
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T
hen,

in
a
m
om
ent,

all
trace

of
a
hum

an
form

disappeared,
and

floating
in
the

air,
they

saw
a
tiny

w
hite

dragon,
w
hich

hovered
for

a
m
om
ent

above
them

,
and

then
flew

aw
ay.

T
he
old

couple
w
ent

out
of
doors

to
w
atch

it,
w
hen

it
grew

bigger
and

bigger,
taking

its
course

to
the

hills
above,

w
here

the
piled-up

w
hite

clouds,
w
hich

form

on
a
sum

m
er’s

afternoon,
seem

ed
built

up
like

tow
ers

and
castles

of
silver.

T
ow
ards

one
of
these

the
dragon

m
oved,

until,
as
they

w
atched

his
form

,
now

grow
n
to
a
m
ighty

size,
it
disappeared

from
view

.

す
る
と
、
見
る
見
る
う
ち
に
人
間
の
形
が
消
え
、
小
さ
な
白
い
龍
と
化
し
て
、
両
親
の
頭
上
に
し
ば
し
浮
か
ん
だ
か
と
思
う

と
、
飛
び
去
っ
た
。
老
夫
婦
が
外
に
で
て
目
で
後
を
追
う
と
、
龍
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
逞
し
く
な
っ
て
、
山
の
方
へ
向
か
っ
て

い
く
。
そ
し
て
、
二
人
が
見
守
る
な
か
、
銀
色
に
輝
く
城
の
塔
の
よ
う
な
夏
の
午
後
の
入
道
雲
の
中
へ
と
消
え
い
っ
た
。

こ
う
し
て
雷
の
子
は
、
空
に
戻
っ
た
。
そ
の
後
、
白
髪
の
老
夫
婦
は
穏
や
か
に
豊
か
な
余
生
を
送
り
、
亡
く
な
る
と
、
村
の
火
葬

場
の
炉
で
ひ
と
や
ま
の
白
い
遺
骨
と
な
っ
た
。
夫
婦
の
遺
灰
は
ひ
と
つ
の
骨
壺
に
収
め
ら
れ
、
お
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。
墓
石
は
白
い

龍
の
形
に
彫
ら
れ
て
、
そ
れ
は
苔
む
し
た
今
も
な
お
、
小
さ
な
村
の
墓
地
に
あ
る
。

僅
か
三
頁
ほ
ど
の
短
編
だ
が
、
素
朴
な
味
わ
い
が
心
に
残
る
作
品
と
い
え
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
「
雷
の
子
」
は
創
作
で
あ
る
と
断

っ
て
い
て
、
た
し
か
に
、
北
陸
の
昔
話
集
（
た
と
え
ば
杉
原
丈
夫
編
『
越
前
若
狭
の
伝
説
』、『
若
狭
・
越
前
の
民
話
』）
な
ど
を
み
て
も
、

同
じ
話
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
元
々
日
本
に
あ
る
話
そ
の
ま
ま
だ
と
思
う
の
で
は
な
い
か
。

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、「
雷
の
子
」
が
何
の
違
和
感
も
な
く
読
め
て
、
い
か
に
も
日
本
の
民
話
ら
し
い
話
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
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グ
リ
フ
ィ
ス
の
民
俗
学
的
知
識
が
土
台
に
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

で
は
、「
雷
の
子
」
が
ど
う
い
う
民
話
的
伝
統
の
上
に
な
り
た
つ
の
か
、
ま
ず
確
認
し
よ
う
。

五
、�
雷
神
の
子
�
の
系
譜

グ
リ
フ
ィ
ス
の
作
品
は
昔
話
の
型
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
�
申
し
子
�
の
物
語
で
あ
り
、
ま
た
古
く
か
ら
の
雷
神
信
仰
を
ベ
ー
ス

に
し
た
物
語
だ
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

�
申
し
子
�
譚
と
は
、
子
供
の
い
な
い
老
夫
婦
が
、
神
仏
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
子
宝
を
授
か
り
、
そ
の
子
が
富
を
も
た
ら
し
た
り
、

冒
険
に
で
た
り
す
る
と
い
う
、
昔
話
に
多
い
形
で
、
た
と
え
ば
桃
太
郎
、
一
寸
法
師
、
竜
宮
童
子
な
ど
が
そ
の
代
表
と
し
て
知
ら
れ

る
。雷

太
郎
は
冒
険
に
は
出
な
い
が
、
水
と
豊
作
を
も
た
ら
す
。
そ
し
て
雷
神
が
遣
わ
し
た
少
年
は
、
他
の
子
供
た
ち
と
は
行
動
せ
ず
、

い
つ
も
一
人
、
小
川
や
田
圃
か
ら
空
の
雲
を
眺
め
て
い
た
。
月
を
み
て
は
物
思
い
に
ふ
け
る
、
か
ぐ
や
姫
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
は

天
か
ら
地
上
に
降
り
立
っ
た
子
の
、
や
が
て
天
に
戻
る
べ
き
運
命
を
暗
示
す
る
姿
な
の
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
天
か
ら
閃
光
を
放
つ
雷
を
神
と
す
る
信
仰
は
古
く
、
ま
た
雷
は
雨
を
伴
う
こ
と
か
ら
雷
神
は
古
く
か
ら
水
神

の
属
性
を
も
っ
た
。
そ
し
て
稲
妻
、
稲
光
と
い
う
言
葉
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
農
耕
の
神
、
豊
作
の
神
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
各
地

に
残
る
雷
神
信
仰
や
雷
神
講
は
雨
乞
い
や
豊
作
祈
願
と
関
連
し
た
も
の
が
多
い
。

雷
さ
ま
に
ま
つ
わ
る
昔
話
も
数
多
く
、『
日
本
昔
話
通
観
』
な
ど
を
み
る
と
、
全
国
的
に
分
布
し
て
い
る
の
は
、「
雷
の
夕
立
」
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（
太
陽
、
月
、
雷
が
旅
行
し
て
雷
は
寝
坊
し
た
た
め
、
置
い
て
い
か
れ
て
夕
立
に
な
り
、「
月
日
が
た
つ
の
は
早
い
」
と
言
っ
た
と
い
う
話
）
の
よ

て
ん
の
ぼ

ま

う
な
笑
い
話
の
ほ
か
、「（
源
五
郎
の
）
天
昇
り
」
と
い
う
、
男
が
豆
の
種
を
播
く
と
、
天
ま
で
届
く
大
木
に
な
り
、
そ
れ
を
登
っ
て

天
に
行
く
。
雷
さ
ま
に
会
い
、
雨
を
降
ら
せ
る
手
伝
い
を
す
る
が
、
あ
る
と
き
雲
を
踏
み
外
し
て
落
ち
る
、
と
い
う
、「
ジ
ャ
ッ
ク

と
豆
の
木
」
に
似
た
話
で
（
１０
）

あ
る
。

一
方
で
、
こ
れ
ま
た
周
知
の
よ
う
に
、
海
や
川
、
池
な
ど
の
水
中
に
す
み
、
雨
や
水
を
つ
か
さ
ど
る
の
が
龍
と
大
蛇
で
あ
り
、
や

は
り
水
の
神
で
あ
る
た
め
、
両
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
結
び
つ
い
て
、
雷
神
、
な
い
し
雷
神
の
申
し
子
は
龍
の
姿
を
と
っ
た
り
、
頭
に
蛇

を
ま
と
っ
た
子
供
の
姿
で
現
れ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
っ
た
。

柳
田
国
男
は
、
雷
神
信
仰
に
注
目
し
て
、�
小
さ
子
�、�
神
の
子
�
説
話
と
の
関
連
で
繰
り
返
し
取
り
上
げ
て
（
１１
）

い
る
。
グ
リ
フ
ィ

ス
の
作
品
「
雷
の
子
」
で
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
前
置
き
と
後
日
談
を
除
い
た
物
語
の
核
は
、�
雷
神
が
子
を
与
え
た
�、
そ
し
て

�
そ
の
子
が
田
圃
に
水
を
も
た
ら
し
た
�、
と
い
う
点
に
あ
る
と
い
え
る
の
だ
が
、
ま
さ
に
そ
の
二
点
を
軸
に
、
雷
神
に
関
わ
る
物

語
の
系
譜
を
論
じ
た
の
が
、
柳
田
国
男
「
雷
神
信
仰
の
変
遷
」（『
妹
の
力
』
（
１２
）

所
収
）
で
あ
る
。

こ
こ
で
柳
田
は
「
神
子
誕
生
の
物
語
に
往
々
に
し
て
雷
神
が
関
（
１３
）

わ
る
」
例
と
し
て
、
三
つ
の
物
語
を
挙
げ
て
い
る
。

１
、
奈
良
元
興
寺
ゆ
か
り
の
道
場
法
師
の
話
。

２
、
大
和
斑
鳩
の
龍
田
の
地
名
説
話
。

く
が
み
や
ま

３
、
越
後
國
上
山
の
神
泉
由
来
譚
。
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ま
ず
道
場
法
師
と
は
、
尾
張
出
身
の
飛
鳥
時
代
の
僧
で
、
そ
の
逸
話
が
仏
教
説
話
集
『
日
本
霊
異
記
』（
僧
景
戒
著
。
弘
仁
十
三
（
八

い
か
づ
ち

む
が
し
び

二
二
）
年
に
成
立
）
の
上
巻
第
三
話
「
雷
の
憙
を
得
て
生
ま
し
め
し
子
の
強
き
力
在
る
縁
」
で
あ
る
。
こ
う
始
ま
る
。

び
だ
つ

み

よ

あ

ゆ

ち

か
た
わ

こ

さ

め

昔
敏
達
天
皇
の
御
世
、
尾
張
の
国
阿
育
知
の
郡
片
�
の
里
に
一
り
の
農
夫
有
り
。
田
を
作
り
水
を
引
く
時
に
、
小
細
雨
降
る
。

つ

故
に
、
木
の
本
に
隠
れ
、
金
の
杖
を
植
き
て
立
つ
。
時
に
雷
鳴
る
。
即
ち
恐
り
驚
き
金
の
杖
を
さ
さ
げ
て
立
つ
。
即
ち
雷
彼
の

ち
ひ
さ
こ

つ

人
の
前
に
墮
ち
て
、
小
子
と
成
り
て
随
ひ
伏
す
。
其
の
人
、
金
の
杖
を
持
ち
て
撞
か
む
と
す
る
時
に
、
雷
の
言
は
く
「
我
を

そ
こ
な

な

害
ふ
こ
と
莫
か
れ
。
我
汝
の
恩
に
報
い
む
」
と
。
其
の
人
問
ひ
て
言
は
く
「
汝
何
を
か
報
い
む
」
と
い
ふ
。
雷
答
へ
て
言
は

は
ら

う
か

く
「
汝
に
寄
り
て
子
を
胎
ま
し
め
て
報
い
む
。
故
に
、
我
が
為
に
楠
の
船
を
作
り
水
を
入
れ
、
竹
の
葉
を
泛
べ
て
賜
へ
」
と
。

即
ち
雷
の
言
ひ
し
が
如
く
作
り
備
へ
て
与
へ
つ
。
時
に
雷
言
は
く
「
近
く
依
る
こ
と
莫
か
れ
」
と
、
遠
く
避
け
し
む
。
即
ち
、

く
も

き
ら

ま
と

ふ
た
め
ぐ
り

し
り
へ

靉
り
霧
ひ
て
天
に
登
る
。
然
し
て
後
に
産
ま
れ
し
児
の
頭
に
蛇
を
纏
ふ
こ
と
二
遍
、
首
と
尾
と
を
後
に
垂
れ
て
生
（
１４
）

ま
る
。

つ
ま
り
、
農
夫
が
「
田
を
作
り
水
を
引
く
時
」、
雨
が
降
り
、
木
の
下
で
雨
宿
り
す
る
と
、「
小
子
」
姿
の
雷
が
落
ち
て
き
た
。
鋤

（
金
杖
）
で
撃
と
う
と
し
た
ら
、
子
供
を
さ
ず
け
る
か
ら
助
け
て
く
れ
と
言
う
。
雷
の
た
め
に
楠
の
船
を
作
り
、
空
に
返
す
と
、
や

が
て
、
頭
に
蛇
を
ま
と
っ
た
子
が
う
ま
れ
た
と
い
う
。

こ
の
子
ど
も
が
大
変
な
力
持
ち
で
、
力
比
べ
を
す
れ
ば
勝
ち
、
元
興
寺
の
童
子
と
な
っ
て
鐘
楼
堂
に
す
む
人
食
い
鬼
を
も
退
治
し

た
。
そ
し
て
周
辺
の
有
力
者
に
よ
る
引
水
妨
害
を
排
除
し
、
元
興
寺
が
所
有
す
る
田
に
水
を
引
く
。
童
子
は
出
家
し
て
道
場
法
師
と

あ
ま
た

な
り
、
そ
の
水
は
、
今
も
渇
れ
る
こ
と
が
な
い
、「
後
の
世
の
人
の
伝
へ
て
謂
は
く
、
元
興
寺
の
道
場
法
師
、
強
き
力
多
有
り
と
い

―９１（２４）―

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
本
民
話
集
に
つ
い
て



ふ
は
、
是
れ
な
り
。」
と
終
わ
る
。

霊
異
記
の
道
場
法
師
の
説
話
は
、
雷
神
が
田
に
水
を
も
た
ら
す
話
で
あ
る
と
同
時
に
、
元
興
寺
縁
起
と
も
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ

で
興
味
深
い
の
は
、
冒
頭
の
、
農
夫
が
落
ち
て
き
た
雷
を
捕
ま
え
る
と
い
う
部
分
に
関
し
て
、
中
国
の
説
話
・
伝
承
と
の
類
似
が
指

か
ん
ぽ
う

摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
な
か
で
も
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
る
文
献
の
代
表
が
『
捜
神
記
』（
東
晋
の
政
治
家
・
文
人
、
干
宝
（
？

―
三
三
六
年
）
が
著
し
た
志
怪
小
説
集
）
に
あ
る
「
雷
神
を
つ
か
ま
え
る
話
」（
巻
十
二
、
三
〇
五
話
）
で
あ
る
。
短
い
も
の
な
の
で
全
文

を
引
く
。

ふ
ふ
う

せ
ん
せ
い
し
ょ
う

晋
の
こ
ろ
、
扶
風
（
陝
西
省
）
の
楊
道
和
が
、
あ
る
夏
の
日
に
畑
仕
事
を
し
て
い
て
雨
に
あ
い
、
桑
の
木
の
下
に
入
っ
た
ら
、

す
き

え

も
も

雷
神
が
落
ち
か
か
っ
て
来
た
。
そ
こ
で
、
道
和
は
鋤
を
得
物
に
格
闘
し
、
雷
神
の
股
を
叩
き
折
っ
た
。
そ
の
た
め
雷
神
は
、
地

に
落
ち
た
ま
ま
逃
げ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
唇
は
朱
の
よ
う
に
真
っ
赤
で
、
目
は
鏡
の
よ
う
に
光
り
、
長
さ
三
尺

の
毛
の
生
え
た
角
が
あ
り
、
体
は
牛
や
馬
の
よ
う
だ
が
、
首
は
猿
に
似
て
（
１５
）

い
た
。

中
国
の
雷
神
説
話
を
詳
細
に
調
査
分
析
し
た
、
あ
る
研
究
で
は
、「
雷
と
人
と
が
対
決
し
、
人
間
が
金
属
器
な
ど
の
道
具
、
武
器

を
用
い
て
雷
神
を
傷
つ
け
捕
獲
制
圧
す
る
と
い
う
話
」
は
、「
中
国
の
伝
承
世
界
に
お
い
て
類
型
的
に
存
在
す
る
モ
チ
ー
フ
」
で
あ

り
、「『
霊
異
記
』
上
三
縁
の
雷
神
捕
獲
の
説
話
が
、
こ
れ
ら
の
中
国
の
伝
承
が
有
す
る
モ
チ
ー
フ
の
移
入
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。」（
河
野
喜
美
子
『
日
本
霊
異
記
と
中
国

（
１６
）

の
伝
承
』）
と
い
う
。
た
し
か
に
、
農
夫
が
鋤
を
手

に
畑
仕
事
を
し
て
い
る
と
き
、
雨
が
降
り
、
雷
神
が
落
ち
て
く
る
、
そ
の
雷
神
を
捕
ま
え
る
と
い
う
状
況
は
道
場
法
師
の
話
と
も
、
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さ
ら
に
い
え
ば
グ
リ
フ
ィ
ス
の
「
雷
の
子
」
と
も
似
て
い
る
。
だ
が
大
き
な
違
い
は
、『
捜
神
記
』
で
は
、
雷
神
を
鋤
で
叩
き
折
り
、

雷
神
は
逃
げ
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
一
方
、
道
場
法
師
は
鋤
を
手
に
身
構
え
る
も
の
の
、
助
け
て
く
れ
と
言
わ
れ

て
、
雷
神
を
天
に
返
す
。
柳
田
の
い
う
、「
日
本
の
風
土
が
自
然
に
育
成
し
た
と
こ
ろ
の
、
雷
を
恐
れ
て
之
を
神
の
子
と
仰
ぎ
崇
め

た
（
１７
）

信
仰
」
の
上
に
な
り
た
つ
道
場
法
師
説
話
で
は
、�
捕
獲
制
圧
�
譚
の
色
合
い
は
希
薄
な
の
で
（
１８
）

あ
る
。

『
日
本
霊
異
記
』
の
道
場
法
師
の
伝
説
で
は
、
雷
を
と
ら
え
た
話
と
、
田
圃
に
水
を
得
た
話
と
の
間
に
、
童
子
の
冒
険
譚
や
力
比

べ
の
話
が
入
っ
て
い
て
、
直
接
は
繋
が
ら
な
い
。
そ
れ
が
、
間
の
武
勇
談
が
省
か
れ
、
直
接
結
び
つ
い
た
の
が
、
の
ち
の
大
和
龍
田

の
地
名
説
話
で
あ
り
、『
今
昔
物
語
集
』
の
越
後
の
神
融
聖
人
の
話
だ
と
柳
田
は
い
う
。

い
か
る
が

龍
田
は
、
大
和
の
斑
鳩
の
地
名
で
、
竜
田
神
社
は
風
の
神
、
農
耕
の
守
護
神
と
し
て
知
ら
（
１９
）

れ
る
。
そ
し
て
、
地
名
の
由
来
は
、
こ

う
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

昔
こ
こ
に
雷
神
が
こ
の
地
に
落
ち
て
童
子
と
な
っ
た
の
を
農
夫
が
子
と
し
て
養
っ
た
。
あ
る
夏
の
初
め
、
よ
そ
は
旱
魃
だ
っ

た
が
、
こ
の
農
夫
の
田
に
は
雨
が
降
っ
て
稲
が
よ
く
実
っ
た
。
そ
の
の
ち
、
こ
の
童
子
が
暇
乞
い
し
て
小
竜
と
な
っ
て
天
に
昇

っ
た
の
で
、
そ
の
田
を
竜
田
と
い
っ
た
の
が
や
が
て
地
名
と
に
な
（
２０
）

っ
た
。

き
わ
め
て
シ
ン
プ
ル
で
素
朴
な
伝
承
で
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
「
雷
の
子
」
の
粗
筋
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
が
原
話
か
と
思
え
る

ほ
ど
似
た
話
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
の
関
連
で
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
柳
田
が
あ
げ
る
三
つ
目
の
説
話
が
、
福
井
の
泰
澄
法
師
の
も
の
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だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

奈
良
時
代
の
僧
、
泰
澄
（
六
八
二
―
七
六
七
）
は
、
越
前
国
麻
生
津
（
福
井
市
南
部
）
に
生
ま
れ
、
越
の
大
徳
ま
た
神
融
禅
師
と
も

呼
ば
れ
た
。
越
前
の
越
知
山
で
修
行
の
後
、
修
験
者
と
し
て
各
地
を
ま
わ
り
、
養
老
元
年
（
七
一
七
年
）
に
白
山
を
開
山
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
。
白
山
に
登
る
と
夢
に
菩
薩
が
現
れ
た
と
い
う
神
秘
体
験
に
ま
つ
わ
る
話
や
、
泰
澄
ゆ
か
り
の
各
地
の
古
寺
と
泰
澄
作

と
伝
え
ら
れ
る
近
江
の
渡
岸
寺
の
国
宝
十
一
面
観
音
像
な
ど
に
つ
い
て
は
、
近
年
で
は
司
馬
遼
太
郎
（『
街
道
を
ゆ
く
１８

越
前
の
諸

道
』）
や
白
洲
正
子
（『
か
く
れ
里
』『
近
江
山
河
抄
』）
も
紀
行
文
で
し
ば
し
ば
言
及
し
て
い
る
。

い
か
づ
ち

こ
の
泰
澄
に
、
雷
を
捕
ら
え
た
と
い
う
伝
承
が
あ
っ
て
、『
今
昔
物
語
集
』（
作
者
不
明
、
平
安
末
期
成
立
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

第
十
二
巻
第
一
話
「
越
後
國
の
神
融
聖
人
雷
を
縛
り
て
塔
を
た
て
た
る
語
」
で
、「
今
は
昔
、
越
後
國
に
聖
人
有
け
り
。
名
を
ば
神

融
と
云
ふ
。
世
に
古
志
の
小
大
徳
と
云
ふ
は
此
（
２１
）

れ
也
。」
と
始
ま
る
。
以
下
、
粗
筋
を
の
べ
る
。

く
が
み
や
ま

古
志
の
國
の
國
上
山
に
、
あ
る
有
徳
の
人
物
が
塔
を
建
て
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
建
て
終
わ
っ
て
供
養
を
行
お
う
と
す
る

ら
い
で
ん
へ
き
れ
き

と
、「
俄
に
雷
電
霹
靂
し
て
、
此
の
塔
を
蹴
壊
て
、
雷
空
に
昇
ぬ
」、
つ
ま
り
、
に
わ
か
に
雷
が
落
ち
て
塔
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

願
主
は
自
然
現
象
で
あ
る
と
あ
き
ら
め
、
ふ
た
た
び
塔
を
建
て
た
。
し
か
し
供
養
の
日
、
ま
た
も
や
塔
は
雷
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
三
度
目
の
塔
を
建
て
た
と
き
、
神
融
聖
人
が
訪
れ
て
法
華
経
の
力
で
雷
を
防
い
で
さ
し
あ
げ
よ
う
と
申
し
出
た
。

み
た
び

聖
人
が
塔
の
下
で
法
華
経
を
誦
し
て
い
る
と
、
一
天
に
わ
か
に
か
き
曇
り
雷
電
が
と
ど
ろ
い
た
。
三
度
塔
が
破
ら
れ
る
か
と
願
主

よ
も
ぎ

た
ち
が
逃
げ
ま
ど
う
な
か
、
空
か
ら
少
年
が
ひ
と
り
堕
ち
て
く
る
の
が
見
え
た
。
年
の
頃
十
五
、
六
歳
。
頭
髪
は
蓬
の
ご
と
く
き
わ

め
て
恐
ろ
し
げ
な
姿
で
あ
る
。
し
か
し
か
れ
の
五
体
は
き
つ
く
縛
ら
れ
て
お
り
、
泣
く
泣
く
聖
人
に
許
し
を
請
う
の
だ
っ
た
。
聖
人

が
、
な
ぜ
塔
を
た
て
る
邪
魔
を
す
る
の
だ
、
と
聞
く
と
、「
此
の
山
の
地
主
の
神
、
我
れ
と
深
き
契
り
有
り
。
地
主
の
神
の
云
く
、
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我
が
上
に
塔
を
起
つ
。
我
れ
住
む
所
無
か
る
べ
し
。
此
の
塔
を
壊
る
べ
し
」
と
い
う
。
つ
ま
り
、
雷
神
は
國
上
山
の
地
主
神
の
友
だ

す
み
か

っ
た
。
住
処
を
失
う
こ
と
を
お
そ
れ
た
地
主
神
に
頼
ま
れ
、
塔
を
破
壊
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
聖
人
の
法
力
に
屈
し
た
雷

神
は
仏
法
に
従
う
こ
と
を
誓
い
、
さ
ら
に
、
水
の
便
が
な
く
て
不
自
由
だ
っ
た
寺
に
水
を
引
く
こ
と
を
約
束
さ
せ
ら
れ
る
。
雷
は
巌

の
上
を
掴
ん
で
、
空
に
飛
び
立
ち
、
そ
の
と
き
、
巌
か
ら
清
ら
か
な
水
が
湧
き
で
て
、
池
と
な
っ
た
。
そ
の
後
数
百
年
を
経
て
も
塔

は
無
事
で
あ
り
、
こ
の
山
寺
の
水
が
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。
ま
さ
に
法
華
経
の
力
で
あ
る
、
と
『
今
昔
物
語
集
』
は
結
ぶ
。

こ
れ
ら
の
雷
神
説
話
に
関
し
て
は
、
柳
田
国
男
以
降
、
民
俗
学
・
国
文
学
・
古
代
史
ほ
か
の
専
門
家
に
よ
る
研
究
が
数
多
く
な
さ

れ
て
い
る
が
、
門
外
漢
に
も
理
解
で
き
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
説
話
に
、
農
耕
と
い
う
場
に
お
け
る
、
水
を
介
し
た
人
間
と
自
然
の
関

係
が
み
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
古
代
に
お
け
る
治
水
事
業
、
水
を
ど
う
入
手
し
、
支
配
す
る
か
と
い
う
問
題
が
投
影
さ
れ
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

中
国
の
民
間
伝
承
で
は
、
雷
神
は
人
間
に
対
立
す
る
自
然
神
で
あ
り
、
武
力
に
よ
っ
て
制
圧
さ
れ
る
。
鋤
は
雷
と
戦
う
道
具
で
あ

っ
て
、
話
は
単
純
明
快
な
雷
神
制
圧
譚
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
柳
田
が
あ
げ
る
日
本
の
雷
神
の
話
で
は
、
い
っ
た
ん
雷
神
を
つ
か
ま

え
て
も
、
助
け
て
放
ち
、
代
わ
り
に
力
を
さ
ず
け
て
も
ら
う
。
道
場
法
師
説
話
の
鋤
な
ど
は
、
む
し
ろ
雷
神
を
呼
ぶ
依
代
と
な
っ
て

い
る
。
自
然
観
の
相
違
の
表
わ
れ
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
ま
た
、
道
場
法
師
、
泰
澄
大
師
の
物
語
で
は
、
仏
教
と
土
着
の
神
々
、
つ
ま
り
神
道
と
の
関
係
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

わ
か
る
。
雷
さ
ま
が
寺
の
僧
侶
に
従
う
わ
け
で
、「
説
話
に
お
け
る
神
仏
習
合
」（
黒
沢
幸
三
「
霊
異
記
の
道
場
法
師
系
説
話
に

（
２２
）

つ
い
て
」）

だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
特
に
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
が
泰
澄
大
師
の
話
で
あ
る
。
話
の
な
か
で
、
泰
澄
は
仏

法
に
よ
っ
て
、
國
上
山
の
神
も
、
そ
の
友
だ
と
い
う
雷
神
、
水
の
神
も
支
配
下
に
お
い
た
。
泰
澄
寺
の
境
内
に
あ
る
池
は
、
泰
澄
が
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座
禅
修
行
中
に
落
ち
て
き
た
雷
を
封
じ
込
め
て
湧
き
出
た
と
い
う
泉
で
あ
る
。
そ
し
て
、
白
山
�
開
山
�
と
い
う
の
も
、
つ
ま
り
は

古
代
の
霊
山
、
土
地
の
山
岳
信
仰
の
�
仏
教
化
�
に
他
な
ら
な
い
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

六
、
棚
田
の
物
語

で
は
、
こ
れ
ら
の
雷
神
説
話
を
ふ
ま
え
て
、
も
う
一
度
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
作
品“T

he
C
hild

of
T
hunder”

を
み
て
み
よ
う
。
グ

リ
フ
ィ
ス
は
、
ど
の
よ
う
に
「
雷
の
子
」
を
構
想
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
日
記
に
よ
れ
ば
、
ほ
ぼ
毎
日
散
歩
に
出
て
、
近
隣
の
神
社
仏
閣
を
訪
ね
、
お
祭
り
も
見
学
し
、
ま
た
お
寺
の
僧

侶
た
ち
と
の
行
き
来
も
あ
っ
た
。
時
に
は
馬
で
遠
出
を
し
た
。
そ
し
て
、
遠
く
に
望
む
白
山
の
景
色
を
愛
し
、
夏
に
は
白
山
に
登
っ

て
い
る
。
泰
澄
の
生
地
に
建
立
さ
れ
た
泰
澄
寺
は
グ
リ
フ
ィ
ス
が
住
ん
だ
足
羽
か
ら
行
け
な
い
距
離
で
は
な
い
。
泰
澄
寺
の
奥
に
は

白
山
権
現
社
が
あ
り
、
境
内
に
は
、
泰
澄
が
雷
を
封
じ
こ
め
た
雷
之
池
も
あ
る
。
学
生
た
ち
の
�
炉
部
の
物
語
�
に
好
ん
で
耳
を
傾

け
た
グ
リ
フ
ィ
ス
な
ら
ば
、
土
地
の
人
か
ら
、
泰
澄
の
伝
説
や
白
山
開
山
の
話
、
福
井
平
野
を
流
れ
る
九
頭
竜
川
の
い
わ
れ
な
ど
を

聞
き
だ
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
白
山
登
山
の
折
に
は
、
そ
の
登
り
口
に
泰
澄
が
開
い
た
と
い
う
勝
山
の
平
泉
寺
白
山
神
社
に
も

立
ち
寄
っ
た
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
グ
リ
フ
ィ
ス
に
は
地
名
の
由
来
へ
の
関
心
も
あ
っ
た
か
ら
、
龍
田
の
語
源
を
聞
き
知
っ
て
い
た
と

も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
雷
の
子
が
田
圃
に
水
を
も
た
ら
す
と
い
う
粗
筋
は
龍
田
の
説
話
か
ら
拝
借
し
て
、
舞
台
だ
け
白
山
を
望

む
越
前
の
地
に
変
更
し
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
だ
が
前
述
し
た
よ
う
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、「
日
本
古
来
の
精
神
」
が
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こ
め
ら
れ
た
「
雷
の
子
」
が
自
分
の
創
作
だ
と
明
言
し
て
い
る
。
だ
と
し
た
ら
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
「
雷
の
子
」
の
独
自
性
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
。

先
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
民
話
語
り
の
特
徴
と
し
て
、
前
置
き
と
後
書
き
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。“T

he
C
hild

of
T
hunder”

で

は
、
そ
こ
に
グ
リ
フ
ィ
ス
の
創
意
と
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
考
え
る
「
日
本
の
心
」
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
中
核
の
雷

の
子
の
物
語
を
、
い
わ
ば
グ
リ
フ
ィ
ス
の
解
釈
で
包
み
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
、
そ
れ
は
、
第
一
に
、
冒
頭
部
分

に
お
け
る
棚
田
の
描
写
に
、
第
二
に
、
結
び
の
場
面
の
後
日
談
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

龍
田
の
地
名
伝
承
に
お
い
て
、
舞
台
は
平
地
に
あ
る
田
圃
で
あ
る
。
だ
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
物
語
の
舞
台
を
、
白
山
を
の
ぞ
む
、

越
前
の
山
間
の
谷
の
棚
田
に
設
定
し
た
。
棚
田
と
い
う
場
は
、
お
そ
ら
く
は
他
の
ど
の
雷
神
譚
に
も
み
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

白
山
は
、
夏
で
も
頂
上
に
雪
を
い
た
だ
き
、
白
山
信
仰
の
霊
山
で
あ
る
こ
と
を
納
得
さ
せ
る
、
神
々
し
い
美
し
さ
で
あ
る
。「
グ

リ
フ
ィ
ス
日
記
」
の
な
か
の
、
田
園
の
描
写
に
は
し
ば
し
ば
遥
か
な
白
山
の
姿
が
あ
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
山
の
神
秘
を
日
々
の
散
歩

の
折
に
も
感
じ
る
人
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

だ
が
「
雷
の
子
」
で
は
、
白
山
は
た
だ
風
景
の
一
部
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
。
冒
頭
の
描
写
で
印
象
的
な
の
は
、
山
か
ら
田
圃

へ
の
水
の
流
れ
の
描
き
方
だ
と
、
先
に
言
っ
た
。
湧
水
の
し
ず
く
が
一
筋
の
せ
せ
ら
ぎ
と
な
り
、
岩
場
を
つ
た
い
、
流
れ
落
ち
て
、

や
が
て
静
か
に
棚
田
の
一
段
一
段
を
満
た
す
に
至
る
。
谷
間
の
か
な
た
に
雪
に
お
お
わ
れ
た
白
山
の
峰
が
そ
び
え
る
か
ら
こ
そ
、
そ

の
水
が
天
の
恵
み
で
あ
る
こ
と
を
、
神
々
の
世
界
か
ら
人
間
界
へ
下
っ
て
く
る
こ
と
を
実
感
す
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
白

山
は
水
の
霊
性
を
象
徴
す
る
存
在
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
神
々
の
世
界
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
雷
太
郎
が
、
田
に
た
た

ず
み
、
空
を
見
つ
め
て
時
を
過
ご
す
姿
は
、
ま
る
で
水
を
た
た
え
て
鏡
面
の
よ
う
に
空
を
映
す
棚
田
の
輝
き
そ
の
も
の
の
よ
う
に
み
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え
る
。
泰
澄
大
師
の
話
の
中
で
、
雷
神
は
山
の
神
と
親
し
い
仲
間
だ
と
自
ら
述
べ
て
い
た
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
物
語
で
は
、
白
山
を

い
た
だ
く
棚
田
と
い
う
場
を
得
て
、
山
と
水
と
、
そ
し
て
地
上
に
降
り
立
つ
雷
神
の
子
の
一
体
性
が
、
効
果
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

と
こ
ろ
で
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
白
山
を
拝
す
る
越
前
の
山
あ
い
の
棚
田
を
描
い
た
が
、
福
井
で
は
若
狭
や
越
前
海
岸
の
、
海
に
面

ず
い
ど
う

し
た
棚
田
が
知
ら
（
２３
）

れ
る
。
柳
田
国
男
も
明
治
四
十
二
年
に
福
井
を
旅
し
て
、「
隧
道
を
出
る
と
突
然
に
海
岸
の
山
の
上
な
り
。
見
お

ろ
す
限
り
渚
の
村
ま
で
、
は
る
か
に
数
百
個
の
稲
田
あ
り
、
更
科
や
田
毎
の
月
は
物
の
数
な
ら
ず
。
水
皆
白
く
光
り
海
う
つ
く
し
。」

（「
北

（
２４
）

國
紀
行
」）
と
述
べ
た
。

と
こ
ろ
で
、
棚
田
の
景
観
を
農
民
労
働
の
記
念
碑
と
し
て
、「
ま
さ
に
日
本
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
だ
と
評
し
た
米
国
の
地
理
学
者
の

言
葉
を
紹
介
し
た
の
は
、
農
業
経
済
学
者
の
東
畑
精
一
（『
米
』、
一
九

（
２５
）

四
〇
年
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
耕
し
て
天
に
至
る
。
貧
な
る

か
な
。」
あ
る
い
は
、「
耕
し
て
天
に
至
る
。
あ
あ
勤
勉
な
る
か
な
、
貧
な
る
か
な
」
と
い
う
表
現
も
よ
く
聞
く
。
こ
の
言
葉
は
、
瀬

戸
内
海
の
宇
和
島
の
棚
田
を
見
た
李
鴻
章
が
言
っ
た
と
も
、
孫
文
が
言
っ
た
と
も
い
う
が
、
た
だ
し
世
に
広
め
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

司
馬
遼
太
郎
（『
街
道
を
ゆ
く
９

信
州
佐
久
み
ち
、
潟
の
み
ち
』
一
九
七
九
年
）
や
宮
脇
俊
三
（『
夢
の
山
岳
鉄
道
』
一
九
九
三
年
）
な
ど
の

紀
行
文
で
あ
る
。
司
馬
遼
太
郎
は
、
こ
の
「
清
の
貴
人
」
は
日
本
の
「
狭
い
国
土
の
極
度
の
利
用
に
貧
を
み
た
」
の
だ
と
い
う
。
引

用
の
出
典
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
確
認
で
き
な
い
が
、
発
言
者
も
引
用
者
も
、
棚
田
に
労
働
の
苦
し
さ
と
果
て
な
き
勤
勉
を
思
っ

た
の
だ
（
２６
）

ろ
う
。
東
南
ア
ジ
ア
の
広
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
棚
田
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
も
、
や
は
り
一
種
の
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
と

評
価
さ
れ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

自
然
と
人
為
の
融
合
と
も
い
う
べ
き
景
観
と
し
て
の
棚
田
の
美
が
、
傾
斜
地
に
お
け
る
人
の
営
み
の
切
な
さ
と
尊
さ
の
あ
ら
わ
れ
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に
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
だ
が
、
山
の
急
斜
面
に
作
ら
れ
る
他
の
農
作
物
、
例
え
ば
ワ
イ
ン
畑
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
海
藻
の
畑

も
厳
し
い
自
然
環
境
の
な
か
で
、
厳
し
い
労
働
の
賜
物
と
し
て
の
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。
棚
田
が
そ
れ
ら
と
異
な
る
の
は
、
夏
へ

と
向
か
う
季
節
に
水
を
た
た
え
て
、
空
を
、
天
を
映
す
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

グ
リ
フ
ィ
ス
の
「
雷
の
子
」
は
、
そ
の
意
味
で
、
棚
田
の
本
質
を
と
ら
え
た
物
語
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
水
を
介
し
た

天
と
人
と
の
呼
応
は
、
山
の
斜
面
全
体
を
お
お
う
広
大
な
棚
田
で
は
な
く
、
ま
た
海
辺
の
棚
田
で
も
な
く
、
棚
田
を
見
上
げ
る
視
線

の
向
こ
う
に
雪
の
峰
が
あ
る
、
山
あ
い
の
谷
に
作
ら
れ
た
、
一
筋
の
細
い
土
地
だ
か
ら
こ
そ
、
よ
り
鮮
明
な
画
像
と
し
て
、
読
者
の

脳
裏
に
刻
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
物
語
の
最
後
を
し
め
る
、
老
夫
婦
の
そ
の
後
と
死
の
話
は
、
単
な
る
後
日
談
の
よ
う
で
い
て
、
自
然
と
人
間
の
関
係
の
根

幹
に
か
か
わ
る
グ
リ
フ
ィ
ス
の
物
語
を
完
成
さ
せ
る
、
重
要
な
役
を
担
っ
て
い
る
。

さ
き
に
「
雷
の
子
」
の
物
語
は
、
昔
話
の
形
で
、
申
し
子
の
物
語
だ
と
い
っ
た
が
、
こ
こ
に
は
ま
た
、
人
間
と
人
間
で
は
な
い
存

在
の
関
係
が
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
い
わ
ゆ
る
�
異
類
婚
姻
譚
�
に
も
通
じ
る
要
素
が
あ
る
。
た
と
え
ば
羽
衣
伝
説
、
鶴
女

房
、
そ
し
て
ハ
ー
ン
の
「
雪
女
」
な
ど
、
こ
う
い
う
物
語
で
は
、
人
間
と
異
類
（
天
女
、
鶴
、
雪
の
精
霊
）
は
し
ば
ら
く
幸
せ
な
関
係

で
結
ば
れ
て
い
る
が
、
最
後
は
何
か
が
き
っ
か
け
で
、
関
係
が
破
た
ん
す
る
。
た
い
て
い
は
人
間
側
が
約
束
を
破
り
、
タ
ブ
ー
を
犯

し
て
、
異
類
は
去
っ
て
い
き
、
人
間
は
と
り
残
さ
れ
る
。
両
者
は
、
最
後
に
は
必
ず
別
れ
る
わ
け
で
、
あ
る
意
味
、
人
間
と
異
類
と

の
関
係
の
ひ
と
つ
の
本
質
的
な
側
面
を
表
す
昔
話
の
形
と
い
え
る
。

「
雷
の
子
」
も
、
最
後
に
は
白
い
龍
の
姿
に
戻
っ
て
空
に
帰
っ
て
い
く
。
タ
ブ
ー
な
ど
の
設
定
は
な
い
が
、
成
人
に
な
り
、
時
満

ち
て
、
農
夫
に
応
え
る
役
目
を
終
え
て
、
雷
太
郎
が
本
来
帰
属
す
る
神
々
の
世
界
に
戻
る
。
雷
太
郎
の
白
龍
が
、
名
残
を
惜
し
む
か
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の
よ
う
に
、
し
ば
し
老
夫
婦
の
頭
上
を
旋
回
し
て
か
ら
、
青
い
夏
の
空
を
、
天
空
の
城
の
よ
う
な
白
い
入
道
雲
に
向
か
っ
て
飛
ん
で

い
く
場
面
が
美
し
い
。
白
龍
が
昇
っ
て
い
き
、
し
か
も
小
さ
な
龍
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
逞
し
く
な
っ
て
、
最
後
に
は
、
空
の
雲
と
一

つ
に
溶
け
入
る
。
こ
の
上
昇
す
る
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
の
動
き
が
、
冒
頭
の
場
面
の
、
白
山
の
白
い
峰
の
高
み
か
ら
水
が
流
れ
て
、
地

上
の
田
畑
に
下
降
し
て
く
る
動
き
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
だ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
天
か
ら
地
上
へ
、
地
上
か
ら
再
び
天

へ
と
、
円
環
を
な
し
て
「
雷
の
子
」
の
中
核
の
物
語
は
終
わ
る
。

こ
こ
で
作
品
が
終
わ
っ
て
も
、
そ
れ
な
り
の
余
韻
が
あ
っ
て
、
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
こ
の
円

環
に
、
人
間
側
の
そ
の
後
の
話
を
添
え
る
の
で
あ
る
。

老
夫
婦
は
、
穏
や
か
に
過
ご
し
、
亡
く
な
っ
て
、
火
葬
に
付
さ
れ
る
。
白
い
灰
に
な
っ
て
、
白
い
骨
壺
に
収
め
ら
れ
、
墓
石
に
は
、

龍
の
文
様
が
刻
ま
れ
る
。
骨
壺
の
白
さ
、
龍
の
文
様
も
暗
示
的
だ
が
、
老
夫
婦
は
、
火
葬
の
の
ち
、
一
筋
の
白
い
煙
と
な
っ
て
、
空

に
た
ち
上
っ
て
い
っ
た
。
ま
る
で
雷
太
郎
の
後
を
追
っ
て
、
棚
田
を
登
り
、
白
山
の
白
い
頂
き
に
溶
け
い
っ
た
か
の
よ
う
に
想
像
さ

れ
る
。
つ
ま
り
グ
リ
フ
ィ
ス
の
物
語
で
は
、
人
間
も
最
後
は
龍
と
な
っ
て
、
神
々
の
も
と
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
一
体
化
す
る
と
い
え

る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
「
雷
の
子
」
を
読
み
終
え
る
と
、
色
彩
が
印
象
的
な
作
品
だ
と
思
う
。
白
と
い
う
色
が
際
立
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
白
山
の
雪
の
頂
、
水
の
き
ら
め
き
、
夏
の
入
道
雲
に
白
い
龍
。
そ
し
て
最
後
の
火
葬
の
煙
、
遺
灰
、
白
い
骨
壺
、
龍

を
形
ど
っ
た
白
い
墓
石
。
こ
の
白
が
、
濃
い
緑
の
木
々
と
、
青
い
夏
空
の
な
か
に
浮
か
び
上
が
る
。
そ
し
て
、
棚
田
と
龍
と
火
葬
の

煙
の
、
立
ち
上
る
動
き
が
、
山
の
頂
上
か
ら
水
が
流
れ
落
ち
る
下
降
の
動
き
と
相
和
し
て
い
て
、
山
の
緑
の
な
か
で
、
天
と
地
が
照
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応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
棚
田
が
上
昇
と
下
降
を
一
本
の
白
い
水
の
流
れ
に
集
約
さ
せ
る
装
置
と
な
っ
て
い
る
と
も
い
え
よ

う
。こ

こ
で
、
本
論
の
は
じ
め
に
引
用
し
た
、
グ
リ
フ
ィ
ス
に
よ
る
神
社
の
描
写
が
想
起
さ
れ
る
。
山
深
き
木
立
の
中
に
、
白
木
の

社
、
神
主
の
白
い
衣
、
白
い
御
幣
が
浮
か
び
あ
が
り
、
人
間
と
神
々
が
親
和
す
る
空
間
を
描
い
た
。
グ
リ
フ
ィ
ス
の
民
話
、「
雷
の

子
」
の
色
彩
感
覚
も
ま
た
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
捉
え
た
、
そ
の
よ
う
な
神
社
空
間
の
イ
メ
ー
ジ
と
響
き
あ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
に
は
、
寺
や
神
社
の
他
に
、
た
ま
た
ま
火
葬
場
を
訪
ね
た
お
り
（
明
治
五
年
四
月
二
十
一
日
）
の
記
述
も
あ
る
。

山
辺
を
散
歩
し
た
晩
秋
の
あ
る
日
（
同
十
一
月
二
十
五
日
）
に
は
葬
列
と
出
会
い
、
火
葬
の
煙
が
空
に
立
ち
上
る
さ
ま
を
見
て
、
そ
の

夜
、
物
思
い
に
ふ
け
っ
た
と
（
２７
）

い
う
。

グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
宣
教
師
だ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
の
宗
教
的
状
況
に
関
心
を
も
ち
、
人
々
の
信
仰
の
あ
り
か
た
を
見
極
め

よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、「
雷
の
子
」
と
い
う
物
語
の
、
さ
ら
な
る
一
面
も
見
え
て
こ
よ
う
。

つ
ま
り
グ
リ
フ
ィ
ス
の
「
雷
の
子
」
に
あ
っ
て
は
、
元
興
寺
や
泰
澄
法
師
の
「
雷
の
子
」
説
話
と
は
、
仏
教
と
雷
神
の
関
係
が
異

な
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
説
話
で
は
雷
神
は
仏
教
の
も
と
に
服
す
る
。
古
来
の

山
水
が
仏
教
の
も
と
に
と
り
こ
ま
れ
る
。
だ
が
グ
リ
フ
ィ
ス
の
話
で
は
、
寺
の
墓
石
は
雷
神
で
あ
る
龍
の
姿
と
化
し
、
寺
で
火
葬
さ

れ
た
農
夫
は
、
一
条
の
白
煙
と
な
っ
て
、
白
山
の
白
い
峰
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ
の
頂
き
に
消
え
入
る
。
仏
教
の
方
が
山
と
雷
神
の

な
か
に
抱
か
れ
、
包
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

物
語
冒
頭
、
遠
く
に
映
し
出
さ
れ
た
白
山
の
白
い
峰
が
、
最
後
に
積
み
重
な
る
入
道
雲
と
重
ね
ら
れ
て
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
る
。
山
は
、
雷
の
子
も
、
白
龍
も
、
人
間
も
、
そ
し
て
、
仏
教
と
い
う
異
宗
教
を
も
取
り
込
ん
で
、
よ
り
奥
深
く
、
一
層
大
き
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く
、
だ
が
身
近
な
リ
ア
リ
テ
ィ
を
得
て
、
終
わ
る
の
で
あ
る
。
人
間
を
超
越
し
た
高
峰
の
荘
厳
な
雪
の
山
肌
が
、
こ
こ
に
、
人
間
存

在
を
経
由
し
た
温
も
り
に
映
え
て
、
読
者
の
心
に
は
、
そ
の
柔
和
な
色
の
輝
き
が
残
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
の
「
雷
の
子
」
は
日
本
の
雷
神
信
仰
の
物
語
の
系
譜
に
つ
ら
な
る
。
だ
が
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
一
人
の

外
国
人
が
明
治
日
本
に
み
い
だ
し
た
、
人
と
自
然
の
照
応
の
物
語
で
も
あ
る
。

「
雷
の
子
」
を
は
じ
め
、“the

spirit
of
O
ld
Japan”

「
日
本
の
昔
な
が
ら
の
精
神
」
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
の
日
本
民
話
集
を
、

グ
リ
フ
ィ
ス
は
数
十
年
に
わ
た
っ
て
、
人
生
の
最
後
ま
で
刊
行
し
つ
づ
け
た
。
一
方
、
一
九
〇
八
年
、
一
九
二
三
年
と
版
を
改
め
る

に
つ
れ
、
日
本
は
、
若
き
グ
リ
フ
ィ
ス
が
来
日
し
た
お
り
に
は
想
像
も
つ
か
ぬ
ほ
ど
の
変
化
を
遂
げ
て
い
く
。
来
日
時
、
ア
ジ
ア
の

な
か
で
植
民
地
状
態
で
は
な
か
っ
た
の
は
、
日
本
と
タ
イ
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
本
は
近
代
化
を
と
げ
、
日
清
、
日
露
戦
争
を
勝

ち
抜
い
て
い
た
。
賞
賛
と
反
感
と
警
戒
に
さ
ら
さ
れ
つ
つ
、
や
が
て
苦
難
の
時
代
が
遠
く
に
ほ
の
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
文
脈
の
な

か
で
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
日
本
の
民
話
集
を
繰
り
返
し
刊
行
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
を
い
と
お
し
む
と
同
時

に
、
そ
こ
に
価
値
を
見
出
し
、
世
界
に
向
け
て
提
示
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
興
味
深
い
と
私
は
思
う
。

一
九
〇
八
年
の
民
話
集
以
降
の
版
に
お
い
て
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
「
黄
金
の
漆
の
贈
り
物
」
が
ど
う
い
う
物
語
な
の
か
、
そ
れ

は
稿
を
改
め
る
こ
と
と
す
る
。
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治
日
本
の
面
影
』
平
川
祐
弘
編
訳
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
〇
年
）。

・
杉
原
丈
夫
編
『
越
前
若
狭
の
伝
説
』、
安
田
書
店
、
一
九
七
六
年
。

・
杉
原
丈
夫
、
石
崎
直
義
共
編
『
若
狭
・
越
前
の
民
話
』
第
一
集
（
日
本
の
民
話‥

四
四
）、
未
来
社
、
一
九
八
〇
年
。

同
、

第
二
集
（
日
本
の
民
話‥

七
三
）、
未
来
社
、
一
九
七
八
年
。

・
東
畑
精
一
『
米
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
四
〇
年
。

〔
注
〕

（
１
）
牧
野
陽
子
「
グ
リ
フ
ィ
ス
か
ら
ハ
ー
ン
へ
―
―In

the
H
eart

of
Japan

」『
経
済
研
究
』
二
〇
七
号
、
成
城
大
学
経
済
学
部
、
平
成
二

七
年
二
月

（
２
）
グ
リ
フ
ィ
ス
『
明
治
日
本
体
験
記
』（『
皇
国
』）
山
下
英
一
訳
、
東
洋
文
庫
、
一
〇
五
頁
。

（
３
）

A
.
B
.
M
itford,

T
ales

of
O
ld
Japan,

C
harles

E
.
T
uttle

C
o.,
1966,

p.
15

―７８（３７）―

ウ
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ア
ム
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ィ
ス
の
日
本
民
話
集
に
つ
い
て



な
お
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
も
、『
知
ら
れ
ぬ
日
本
の
面
影
』
の
序
文
で
ミ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
の
こ
の
言
葉
を
引
い
て
、
同
じ
考
え

で
、
日
本
の
知
ら
れ
ざ
る
精
神
風
土
の
解
明
を
め
ざ
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

（
４
）
目
次
は
次
の
通
り

W
illiam

G
riffis,

Japanese
F
airy

W
orld,

L
ondon,

T
rübner

&
C
o.,
1887

I.
T
he
M
eeting

of
the

Star
L
overs.

（
織
姫
と
彦
星
）

II.
T
he
T
ravels

of
T
w
o
Frogs.

（
京
の
蛙
、
大
阪
の
蛙
）

III.
T
he
C
hild

of
the

T
hunder.

（
雷
の
子
）

IV
.
T
he
T
ongue-cut

Sparrow
.

（
舌
切
雀
）

V
.
T
he
Fire-fly’s

L
overs.

（
蛍
の
求
婚
者
）

V
I.
T
he
B
attle

of
the

A
pe
and

the
C
rab.

（
猿
蟹
合
戦
）

V
II.
T
he
W
onderful

T
ea-K

ettle.
（
文
福
茶
釜
）

V
III.

Peach-Prince
and

the
T
reasure

Island.

（
桃
太
郎
）

IX
.
T
he
Fox

and
the

B
adger.

（
狐
と
狸
、
野
干
の
手
柄
）

X
.
T
he
Seven

Patrons
of
H
appiness.

（
七
福
神
）

X
L
.
D
aikoku

and
the

O
ni.

大
黒
様
と
鬼

X
II.
B
enkei

and
the

B
ell.

（
弁
慶
の
引
き
ず
り
鐘
）

X
III.

L
ittle

Silver’s
D
ream

of
the

Shoji.

（
お
銀
さ
ん
の
見
た
猩
々
の
夢
）

X
IV
.
T
he
T
engus,

or
the

E
lves

w
ith
L
ong

N
oses.

（
天
狗
）

X
V
.
K
intaro,

the
W
ild
B
aby.

（
金
太
郎
）

―７７（３８）―

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
本
民
話
集
に
つ
い
て



X
V
I.
Jiraiya,

or
the

M
agic

Frog.

（
自
来
也
、
蝦
蟇
の
妖
術
）

X
V
II.
H
ow

the
Jelly-Fish

L
ost

its
Shell.

（
猿
の
生
き
肝
）

X
V
III.

L
ord

C
uttle-Fish

G
ives

a
C
oncert.

（
イ
カ
卿
が
音
楽
会
を
開
く
）

X
IX
.
Y
orim

asa,
the

B
rave

A
rcher.

（
源
頼
政

勇
敢
な
射
手
）

X
X
.
W
atanabe

cuts
off

the
O
ni’s

A
rm
.

（
渡
辺
綱
の
鬼
退
治
）

X
X
I.
W
atanabe

K
ills

the
G
reat

Spider.

（
渡
辺
綱
と
土
蜘
蛛
）

X
X
II.
R
aiko

and
the

Shi
T
en
D
oji.

（
頼
光
と
酒
呑
童
子
）

X
X
III.

T
he
Sazaye

and
the

T
ai.

（
サ
ザ
エ
と
タ
イ
）

X
X
IV
.
Sm
ells

and
Jingles.

（
鰻
の
香
、
銭
の
音
）

X
X
V
.
T
he
L
ake

of
the

L
ute

and
the

M
atchless

M
ountain.

（
琵
琶
湖
と
富
士
山
）

X
X
V
I.
T
he
E
arthquake

Fish.

（
地
震
と
魚
）

X
X
V
II.
T
he
D
ream

Story
of
G
ojiro.

（
鯉
の
滝
登
り
）

X
X
V
III.

T
he
Procession

of
L
ord

L
ong-L

egs.
（
脚
長
殿
の
大
名
行
列
）

V
X
X
IX
.
K
iyohim

e,
or
the

Pow
er
of
L
ove.

（
安
珍
清
姫
）

X
X
X
”.
T
he
Fisherm

an
and

the
M
oon-M

aiden.

（
羽
衣
伝
説
）

X
X
X
I.
T
he
T
ide

Jew
els.

（
干
珠
満
珠
）

X
X
X
II.
K
ai
R
iu
O
,
or
the

D
ragon

K
ing

of
the

W
orld

U
nder

the
Sea.

（
竜
宮
の
王
）

X
X
X
III.

T
he
C
reation

of
H
eaven

and
E
arth.

（
天
地
創
造
）

X
X
X
IV
.
H
ow

the
Sun

G
oddess

w
as
E
nticed

out
of
her

C
ave

（
天
の
岩
戸
）

―７６（３９）―

ウ
ィ
リ
ア
ム
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ィ
ス
の
日
本
民
話
集
に
つ
い
て



（
５
）
改
め
て
記
す
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
天
岩
戸
の
話
に
つ
い
て
は
、
冬
至
神
話
以
外
に
も
、
日
食
を
表
す
と
い
う
解
釈
、
火
山
の
噴
火

に
よ
っ
て
火
山
灰
が
空
を
覆
い
、
真
っ
暗
に
な
る
現
象
を
表
す
と
い
う
説
な
ど
が
あ
る
。

（
６
）
グ
リ
フ
ィ
ス
の
『
日
本
の
御
伽
の
世
界
』（
一
八
八
〇
年
）
は
日
本
の
昔
話
ば
か
り
を
集
め
た
本
の
草
分
け
と
し
て
版
を
重
ね
、
後
出

の
日
本
民
話
集
の
種
本
と
な
っ
た
。
グ
リ
フ
ィ
ス
が
創
作
だ
と
断
っ
て
い
る
「
蛍
姫
の
結
婚
」「
雷
の
子
」
さ
え
も
日
本
の
民
話
、

“Princess
Fire-fly”

“R
ai-taro,

the
son

of
T
hunder-G

od”

と
し
て
、Frank

R
inder,

O
ld-W

orld
Japan:

L
egends

of
the

L
and

of
the

G
ods.

L
ondon:

G
eorge

A
llen,

1895

に
入
っ
て
い
る
こ
と
を
ア
ン
・
ヘ
リ
ン
グ
が
指
摘
し
て
い
る
。（「
児
童
図
書
翻
訳
事
始
―
他
の
言

語
へ
の
ひ
ろ
が
り
」『
日
本
の
子
ど
も
の
本
歴
史
展

―
十
七
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
の
絵
入
り
本
を
中
心
に
』
東
京
都
庭
園
美
術
館

昭

和
六
一
年
、
七
一
〜
七
五
頁
）

そ
の
他
の
、「
雷
の
子
」
の
収
録
例
と
し
て
は
、
次
が
あ
る
。

“T
he
G
ood

T
hunder”,

G
race

Jam
es,

G
reen

W
illow

and
O
ther

Japanese
F
airy

T
ales,

L
ondon:

M
acm

illan
and

C
om
pany,

1912.

ち
な
み
に
こ
の
表
題
作
は
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
「
青
柳
物
語
」
を
用
い
て
い
る
。

（
７
）

Japanese
F
airy

W
orld,

L
ondon:

T
rübner

&
C
o.,
1887,

p.
37

（
８
）
「
蛍
姫
の
結
婚
」
は
、
後
世
の
他
の
物
語
集
に
何
度
も
再
録
さ
れ
た
作
品
だ
が
、
再
掲
載
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
前
置
き
の
部
分
は
省

略
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）

Ibid.,
p.
20-29

（
１０
）
柳
田
国
男
「
天
の
南
瓜
」『
昔
話
覚
書
』
定
本
柳
田
国
男
集
第
六
巻
、
四
二
一
頁
。

（
１１
）
た
と
え
ば
、
柳
田
国
男
「
目
一
つ
五
郎
考
」（『
民
族
』、
民
族
発
行
所
、
昭
和
二
年
十
一
月
号
）
に
は
、『
落
穂
餘
談
』（
巻
五
）
か
ら

引
用
し
て
、
次
の
よ
う
な
伝
承
を
紹
介
し
て
い
る
。
庄
屋
が
山
に
入
っ
て
猟
を
し
た
時
、
水
溜
り
の
端
に
七
、
八
歳
の
小
児
が
五
、
六
人

お
り
、
庄
屋
を
見
て
リ
ュ
ウ
ノ
ヒ
ゲ
の
中
に
隠
れ
た
。
狙
い
撃
っ
た
が
当
た
ら
ず
、
家
に
帰
る
と
女
房
に
物
が
憑
い
て
狂
い
死
ん
だ
。
小

―７５（４０）―

ウ
ィ
リ
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ム
・
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
本
民
話
集
に
つ
い
て



児
は
雷
神
だ
っ
た
。
柳
田
は
、
こ
の
豊
後
の
伝
承
に
、「
一
眼
一
足
の
怪
」（『
妖
怪
談
義
』、
定
本
柳
田
国
男
集
四
、
四
一
五
頁
）
そ
の
他

で
も
言
及
し
て
い
る
。

（
１２
）
「
雷
神
信
仰
の
変
遷
」（
原
題
「
若
宮
部
と
雷
神
」『
民
族
』、
昭
和
二
年
五
月
号
）『
妹
の
力
』
創
元
社
、
昭
和
十
五
年
所
収
。

『
定
本
柳
田
國
男
集
』
第
九
巻
、
筑
摩
書
房
。

（
１３
）
『
定
本
柳
田
國
男
集
』
第
九
巻
、
筑
摩
書
房
、
六
四
頁
。

（
１４
）
『
日
本
霊
異
記
』
多
田
一
臣
校
註
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
四
四
―
四
六
頁
。

（
１５
）
『
捜
神
記
』
干
宝
著
、
竹
田
晃
訳
（
東
洋
文
庫
１０
）、
平
凡
社
、
一
九
六
四
年
、
二
三
九
頁
。

（
１６
）
河
野
喜
美
子
『
日
本
霊
異
記
と
中
国
の
伝
承
』、
勉
誠
出
版
、
一
九
九
六
年
、
一
六
頁
。

（
１７
）
柳
田
国
男
、
同
前
、
六
四
頁
。

（
１８
）
ち
な
み
に
、「
雷
を
捉
ふ
る
縁
」
と
さ
れ
た
『
霊
異
記
』
上
巻
一
話
は
雄
略
天
皇
の
命
で
、
小
子
部
栖
軽
が
「
鳴
る
神
（
雷
）
を
請
け

奉
る
」、
つ
ま
り
、
雷
さ
ま
に
呼
び
か
け
て
、
落
ち
て
も
ら
い
、
天
皇
は
、
礼
を
尽
く
し
て
、
落
ち
た
と
こ
ろ
に
戻
す
と
い
う
話
な
の
だ

が
、
栖
軽
も
天
皇
も
雷
に
対
し
て
敬
語
を
使
い
、
落
ち
た
雷
を
輿
に
入
れ
て
運
び
、
幣
帛
を
奉
り
、
古
来
の
雷
神
畏
怖
の
信
仰
を
示
し
て

い
る
。
同
じ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
し
た
『
日
本
書
記
』
の
「
雄
略
記
」
で
は
、
天
皇
は
命
令
を
発
す
る
権
力
者
と
し
て
上
位
に
立
ち
、
雷
を

捕
ま
え
る
栖
軽
に
も
、
雷
を
敬
う
態
度
が
な
い
と
し
て
、『
霊
異
記
』
と
『
日
本
書
記
』
の
文
献
と
し
て
の
違
い
を
黒
沢
幸
三
が
「
霊
異

記
の
道
場
法
師
系
説
話
に
つ
い
て
」
の
な
か
で
指
摘
し
て
い
る
。

（
１９
）
天
武
天
皇
四
年
（
六
七
六
年
）
に
始
ま
っ
た
風
神
祭
は
、
四
季
の
運
行
や
風
雨
の
調
和
、
そ
の
年
の
豊
年
を
祈
る
祭
り
と
し
て
制
定
さ

れ
、
現
在
で
も
六
月
末
か
ら
行
わ
れ
る
七
日
七
夜
の
風
鎮
祭
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

（
２０
）
奈
良
県
生
駒
郡
三
郷
町
立
野

竜
田
大
社
風
鎮
祭
『
奈
良
県
史
１３

奈
良
県
史
編
集
委
員
会
編

民
俗
（
下
）』
一
三
巻
（
続
・
大
和

の
伝
承
文
化
）
／
岩
井
宏
実
、
鏡
味
明
克
編
、
名
著
出
版
、
一
九
八
八
年
、
一
四
一
頁
。

―７４（４１）―

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
本
民
話
集
に
つ
い
て



（
２１
）
『
今
昔
物
語
集
三
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
３５
）
池
上
洵
一
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
、
一
〇
〇
頁
。

（
２２
）
黒
沢
幸
三
「
霊
異
記
の
道
場
法
師
系
説
話
に
つ
い
て
」『
同
志
社
国
文
学
』（
七
）、
一
九
七
二
年
二
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
。

な

し

だ
い
ら

（
２３
）
若
狭
の
日
引
の
棚
田
（
高
浜
町
）
と
、
越
前
海
岸
の
梨
子
ケ
平
の
棚
田
が
「
日
本
の
棚
田
百
選
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

（
２４
）
「
北
國
紀
行
」『
柳
田
国
男
全
集
』
第
三
巻
、
一
五
三
頁
。

（
２５
）
東
畑
精
一
『
米
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
四
〇
年
、
一
三
四
頁
。

（
２６
）
司
馬
遼
太
郎
『
街
道
を
ゆ
く
９

信
州
佐
久
み
ち
、
潟
の
み
ち
』、
朝
日
文
庫
、
十
一
頁
。

同

『
街
道
を
ゆ
く
２５

中
国

�
の
み
ち
』、
朝
日
文
庫
、
四
二
頁
。

宮
脇
俊
三
『
夢
の
山
岳
鉄
道
』、
日
本
交
通
公
社
、
一
五
四
頁
。

な
お
面
白
い
こ
と
に
、
現
在
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
よ
う
に
流
布
し
て
い
る
の
は
、
前
半
の
「
耕
し
て
天
に
至
る
」
だ
け
で
あ
り
、
後

半
の
「
貧
な
る
か
な
」
は
省
略
さ
れ
る
。
信
州
更
級
の
棚
田
を
舞
台
に
歌
わ
れ
て
き
た
「
田
毎
の
月
」
に
も
通
じ
る
、
棚
田
の
景
観
に
対

す
る
日
本
人
の
感
性
の
あ
り
か
た
が
分
か
る
の
で
は
な
い
か
。

（
２７
）
山
下
英
一
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
』、
二
二
七
頁
、
二
九
七
頁
。

―７３（４２）―

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
本
民
話
集
に
つ
い
て


